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は じめ に

悠久 の時 に よって育 まれ た巨樹 ・巨木 林 は 、わが 国の森 林 、樹 木の象徴 的

存在 であ り、良好 な景観 を形成 した り、野 生 鳥獣の営巣 の 場 とな るな ど、 自

然環 境 上重 要 な価 値 を有 す るば か りで な く、 年輪等 に過去 の気候 や環境 の状

況 を記 録 してい る ことか ら、古 気象等 の研 究 素材 と しての 学術 的価値 も大 き

い とい える。 さら に巨樹 ・巨木 林 は古 くか ら信仰 の対象 に なった り、 あ るい

は地域の シンボル と して人々 にやす らぎ と潤 い を与 えて きた。

しか しなが ら、 この よう に 自然 と生活 を豊 か にす る上で かけが えの ない価

値 を有す る巨樹 ・巨木林 の全国 的な実態 は十 分 には把握 さ れてお らず 、多 く

の巨樹 が あ ま り知 られ な いまま に失 わ れて い る ようで ある。 この ため、 昭和

63年 度 に 、第4回 自然 環 境 保 全 基 礎 調 査(緑 の 国 勢 調査)の 一 環 と して 、

盲 樹 ・巨 木林 の 現 況調査 が実 施 され た。 この報告書 は、全 国47都 道 府 県 の調

査 結 果 に基 づ い てわ が 国の 巨樹 ・巨 木林 の現 況 を報 告す るこ とを目的 として 、

平成元年度、環境庁 自然 保護局 か ら 千代 田デイムス ・ア ン ド・ムーア株式会

社 に委託 され実施 した全 国集計 解析 業務 の実 施結果(『 巨 樹 ・巨 木林 調 査 報

告 書(全 国版)』)の 概 要 を と りま とめ た もの で あ る。

この場所 を借 りて、全 国 の関係 者各位 の多 大 なる ご協 力 に深 く感謝 の意 を

表 します。

平成2年3月

千 代 田 デ イ ム ス ・ア ン ド ・ム ー ア株 式 会 社





目 次

頁

は じめに

1.巨 樹 ・巨 木林 調 査 の概 要

1.調 査 目的

2.調 査 内 容

1

1

1

H.調 査 結 果

1.項 目別 集計 結 果

1.1基 礎 的項 目

1.2生 態 的 項 目

1.3人 文 的項 目

1.4保 護 の項 目

1.5そ の他 の項 目

2.項 目間 集計 結 果

3.解 析 結 果

3.1巨 樹.・巨 木 林 を取 りま く環 境 特 性

3.2巨 樹 ・巨 木 林 の分 布 特性

3.3巨 樹 ・巨 木 林 と人 との 関 わ り

4.総 括

4

4

4

9

12

15

16

1?

19

19

21

43

45





1.巨 樹 ・巨 木 林 調 査 の 概 要

1.1調 査 目的

悠久の時 に よって育 まれ た巨樹 ・巨木林 は、 わが国の森林 ・樹木 の象徴的存在 であ り、・

良好 な景観 の形成 や野生動物 の生息 環境、地域0シ ン示ル として人 々の心 の よ りどころ

となるな ど、生活 と自然 を豊 かにす る上で かけが えの ない価値 を有 している。 しか し・

その全 国的な 実態は十分 には把握 されてお らず、 多 くの 巨木 があ ま り知 られず に 失われ
、'

つつ ある。

その ような中、環境保全 長期構想(昭 和61年12月 環境庁)に おいて 『悠久 の歴 史 を刻

む巨木 を有 し、多 くの野性生物 の生 息地 と して重 要 であ るな ど自然環境保全機 能 が重視

され る森林 に つい ては、新 たな保護 の在 り方 を検 討す る。 』 とされたほか、第4次 全 国

総合 開発 計画(昭 和62年6月 国土庁)に おいて も 『国民 と歴史的時間 を共有 す る悠久 の

象徴 であ る巨 木 の うち学術 上 ・文化 上 ・教 育上価 値 の高 い ものにつ いては、子係 に引 き

継 ぐス トック と して適 切な保全、整備 を図 る。』こ とが計画 に盛 り込 まれるな:ご・巨樹 ・

巨木林 に着 目 した 自然環境保全施策 の推進の必要性 につ い て指摘 されて きた とこ ろであ

る。

このため 、第4回 自然環境 保全基礎調査(緑 の国勢調査)の 一環 と して昭和63年 度 に

全 国の巨樹 ・巨木林の現況調査 が実 施 され、都 道府県単位 でり巨樹 ・巨木林 の調査 結果

が報告 された。

本調査 は 上記調査結 果 を整 理 してデ ー タベース化 し、全国的 な レベルで巨樹 ・巨 木林

の現況につい て集計 ・解析 を行 な う ことに よらて、'わが国 の巨樹 ・巨木林の現況 を把握

し、 もって 自然環境保全施 策の立案 に資す るこ とを目的 とす る ものである。'

1.,2調 査内容

調査 内容 の概 要は以下の とお りである。

(1)調 査対象:次 の調査対象基準 に該 当す る樹木 又 は樹林 。

①調査対象 基準

「地上か ら約130cmの 位置 での幹周(囲)が300cm以 上の樹木。なお、地上 か

ら約130cmの 位置 において幹が複 数 に分 かれ てい る場合 には、個 々の幹の幹周 の合

計が300cm以 上であ り、その うちの主幹の幹周 が200cm以 上 の もの とす る。」

なお、調査対象 基準 に該当す る樹 木 につ いて本 調査 では 「巨木」、 または 「巨樹」

と呼 んでい るが、.奉 報告書 ではこれを、 「巨木 」ζ い う言 い方で基本 的に統デ して

い る 。

一1一



② 調査対 象の類 型区分 ゴ∴

「単木」:巨 木が単体 で生育 している もの。

これ には、巨木の周 囲 には他 に樹 木が生育 してい ない場 合 ど、'周囲に
'
も樹木 が生育 してい るが、 これら周一囲一帯 には調査対 象基 準以 上の樹
'木がな

い場合 とがあ る。

丁樹 林」:巨 木及 び これに準 ず る樹 木が複 数生育 してお り、面 的 な広が りをもつ

もの(社 叢等小規摸 の もの も含む)。

「並 木」,:巨 木及 び これに準 ずる樹木 が複 数生 育 してい る ものの うち並木 をな し

てい る もの。

なお～本 報告書では これ らの 「樹林」及 び 「並木」 を併せ て 「巨木林 」 と呼ぶ こと

と した。 また、報告書の中で使用 している 「林木」 とい う言 葉 は、 「巨木林」 に属

す る巨木 を意味 してお り、 「単木」 と区別す る意味 で用 いてい る。

(2)調 査項 自

① 基礎的項 目:ア.位 置 イ単 木 ・樹林 ・並木 の別 ウ.所有者(智 理者)

エ.樹齢 オ.林内の巨木本数

力.巨木測 定値(樹 種名 、幹周、樹高、枝張、株立状 況)

② 生態的項 目:ア.周 囲の状況 イ.根元の状況 ウ.欠損の状況 工.動物生息 の有無

オ.着生植物等 の状況 力健 全度,

③ 人文的項 目:ア.信 仰対象 の有 無 イ独 特の呼称 ・名称の有無 ウ.故事 ・伝承 の有無

云視 認性 オ.直接利 用状況

④ 保護 の項 目:ア 保 護制度指 定状 況 イ.解説板等の有無

⑤ その他の項 目:ア.特 記事項(保 護対 策事例等)

(3)実 施方法

① 昭和63年 度調査(全 国調査)

調査 は、環境庁が各都道府県 に委 託 して実施 した もので、調査 要綱 に基づ き文献調

査 、現地調査等 を行 つた もの。

しか し、 山間部 の調査 は悉皆 的 に行 ってい ない こと、及 び各都 道府県 の調査密度 は

既存 デー タの有無等 に より差 があ るこ どに留意す る必要があ る。

② 車晟 元年度 訥査(情 報処理業務)

一'一'亘樹 ・巨木林調査情報処理業一務絃 、・一各都道府 県の調査の 結果得 られ た亘樹 ・巨木林

調査票(縫 表の様式については次頁の とおり)及 醗 布図によっそ鶴 れたデー

ダに つじ・て基礎的 な集計 を行 い、わが国ゐ巨樹 ・巨木林の分布状 況、 あるい}ま保護

制度等 、人 との関 わ り等の実態 について現況 を把 握 しよう とした もの。
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巨樹 ・巨木林調査 票

コード

8り

翻遭府礒 而町li3

コ ー ド コー ド

対照コード

一□

調査禦番号

(巨木鉢)

願査者名(

所 翼(

)
)

分 題 項 目
●

回 答 内 容
回 答

番号橘

□

□

ロ

ロ

○●

.

噸

・

..

し

・・[コ ・2[コ

…[=コ ・,□

薦礎 的項 目 臣木(林)の 位置 ()県'()郡 市()町(遍 称名)

η1木 ・樹 林 の 別 題.単 木2.樹 鉢 面檀(.h8)

翫 並木 廼長(・)列1( .列)

研有得(管 理者) 1.国'2。 郎迫府眼3,布 町村4.そ の他公有()

臥 杜 寺6.'翻 人?.油 人等8.不 明

樹 齢(林 齢) 1.撹 簸(a99牢 以下b且00～1曾9犀c200～299隼6300軍 以上

e不 明)

象 伝承()年

林(並 木)内 の巨

木本敬

「
亘.実 測()本

2撤 定()本 .

臣 木 測 蓮 儲

,

,」

♂.

●

噛

樹彊名
.・

・

樹 穫
コード

●

●

・

幹 周

(ｮ) (主幹) (主幹) (主幹) (主幹)

樹 高

(mン ・'(且実測・2撤定) (嗅 測・2描定) (1実測・2捲定)

辱

(隈 測・2雄定)

岐 張

くm)

竃東西3平 行

2繭 北4Ω 直

1康 西3平 行

・

2粛 北4Ω 己

1鼠 西3平 行
.

2爾 北4垂 颪

塞粟西3平 行

2繭 北4垂 薩

株 立

伏 況 本

印

本 本

・

.1,.

・本

生態的項目 周 團 の 伏 魔
(複数回答)

1.樹 林(・ 山林な ど大面 積b杜 ●など小面檀)1・2.公 溺

a耕 地4.趣 物"気 へ5。 遭路6、 水 面

7.そ の他()
亀,

●

柵元(林 床)の 快況・

(複紋回吝)

,

1.楳 地2.撃 埴 ・娩被額a犠 樹・その他低木生胃

4・妙 その他やぶ&自 臨装(ψ 利●酔石b7ス フ7ル ト'●コン列 一 ト

cそ の他())砿 その他(1>・曹 ● ♂

自 木 の 欠 楓

《単木の場合》

(複数回苔》

」●

'L薫2
..大岐帖損a小 枝枯損6昌4.顕 頂郎幹析れ

瓢 下部幹折れ.a空 潤あり7.風 常なコブあり
▼

原因(● 大風b落8c檀 冒d腐 虫害eそ の他自然災害●

r人 為(鈎 定等)巳 不明)∵

林 木 の 欠 協.

(臣木林並木の場合,

樹林全体)

(複数回苔)

●

19薫 ・ 一

a帖 旗木ややあり3.枯 損木多い'4.倒 木ややあり5.倒 木多い

原因(● 大鳳b落 冨c積 讐d屑 虫盲eそ の他自然災害

f人 為(弼 定等》8不 明)

動 物 生 息 楠肥すべむ鳥傾の生息1.無2.有3.不 明

種名(》

韓記すぺO猷 頬の生息'1.儲2.有a不 明

鳳名()

分 額 項 目 回 香 内 容

生態的項目 着 生 植 物 等 置.無'
・

,

■

2.有

被度(aほ ぽ全体b半 分位c一 部分)

種煩(8っ る性(ツ タなど)b寄 生(ヤ ドリギなど),c曽 生(コ ケなど)

巨木(林)の 健全慶 1.農 ・

2.不 良(a枯 死寸前b一 部枯旧c病 虫害d異 常落壌eそ の他)

人文 的項 目 信 仰 対 象 等 1.諏

2.{8仰 対象あ り

ら 8単 木が儒仰対象 σ 祉.ほ こら あり 吐寺名(.不 明)

。`鳥 居あ り り しめ糧あ り 二その 他()e笥 に 塚し)

b樹 林全砕が儒仰対「喰(7ほ.ほ こら あり 杜寺呂(.不 明》

`鳥 居あり 《しめ縄あリ エその他()f笥 になし)

3.禦 忌(9プ ー)あ り 対象(7鱒 木(全 俸){幹O検 二実

オ樹林全体 力その他 書不明)

概要(.)
4.祭事あり 概要()

5.不 明

強特 の呼 弥 ・呂称
■●

L鱈2.有a鱒 木()

b樹 林全体()3,不 明

故 耳 ・ 伝 承 L籍2.有3.不 明

(優要)8単 木
,

b樹 林全健'

視 惚 性 且.遮方(集 落外嫁ど)か らも目立っ ・

2.付 近に行けば見える

3.直 前まで見えない,

直 搬利 用(樹 林) 且.特になし,2.木 材生配3.林 産物生産()

.4.そ の他林木の直接和用()

臥 ・観光 ・レクリエー シgン ・公園(施 綬 》」

aその他()

保獲 の項 目 保 霞 制 度 指 定 1.無

(単木o樹 林◎) a天 然記念物導(8国b祁 逗府県c市 町桝)

a自 然公園(8国 立b国 定c酪 這府県立)

4.自 然周境保全地域(a国b都 遭府県)

5.保 安林 ・掌術参考保復等

6.翻 市公園(8国 宮,b都 遭府県,c市 町村)

7.風 致地区 ・繰地保全地区 ・都南の榮眼風致を縦待するための像郁樹木辱
一 …醐度蝋 翻

臨 播霧脇曾

dそ の他e不 明)
,「

艦

名 林(5)

聴:蹴 鷺 。,:鵠摯融.
..

d」rり 他e不 明)-・
.、 『

9.不 明..'. ボ
驚

,一 「 η

解 鋭 板 等 の 有 無
ぐ ・

亘,無2.樹 呂板3.解 説坂4。 石憬.・.
● 翫 その他(う9

1;

その他の項目 特 記 事 項

「一
M

l.鰍z傑 護朔股置3,醒 蹴射設置4.耐 搬 醒

凱 薬網融布・施肥6.定 期的な下刈り。溺樋 噂

7.枯 慣郎の削除,検 下ろし8.買 取運動 『

9.そ の他()

(厩面記人 秤 ・傭) (●亨周既存データ便用 有 ・無) (記人上の淀意及び記入扇は願面

回 答

8号 橘

簡□

甑 □

糧額□

・鍼[=コ

1;暫

1;暫

簡□

傭口

口

azo

・3,口 ・1口

牽

←

・・[コ

・2[コ

191

・・〔 コ

身

□[コ,

・・口 …ロ
ヤ るロコ

・,□ ・1□



川.調 査 結 果

1.項 目別集計結果 ・

1.1基 礎的項目

(1)巨 木の総数

各都道府県毎 に類型別(単 木、樹林 、並木)の 報告件数を集計 し、さらに、各類型 を通 し

て・実測によ鰻 され頬 木の緻 を潰り定巨木纐 として集計した・'

結果 を表 一i,2に 示 す。

全国で測定純 報告された巨木の緻 は5氏798李 であり・自木の存在が記録された市町

村数は全国で 乞919に 及をでいる。

・鶉 纐 型別 の結 件 数 と測躰 数1ま・単木:2&800鯵81・ 本)'・ 樹林:'η99件
.

(25,103本)、 並木:1,267件(1,895本)で あ った。

なお、表 一2中 には樹林 、並 木林等 にお ける林 全体 の巨木 の推定本 数 も示 した。 実際 に測

牢された巨木本数 と推定値 とを合わ竺 ると・わが国の巨木の本数は約124・000本程度かそれ以

上 と推測されるものの、山間部の巨木数については不明の点 も少な くな く今後の情報の蓄積

が必要である。

表一1類 型別巨木本数

単木 ・樹林の区別

区 分. 本 %

単木 28800 51.6

樹 林. 25103 45.0
.

並木 1895 .3.4

合計 55798 100.0

表一2か ら、・測定巨木本数が2,000本 を超える県は、茨城県、栃木県、千葉県、新潟県、

長野県、静岡県であ り▽ 蘭東地方で測定数め多い県が多い傾向がみ られた。

実潰1酔 た巨本醐 種別の本数を上獅Q種 について集計した・

その詰 果 を表=3た 示 ずd

実測 された巨木 の うち最 も多 かったの はス ギで あ り(13,681本)、 ・次 いでケ ヤキ(8,538本)、

クス ノキ(5,160本)、.イ チ ョウ(4,318本)、 ス ダジイ(3,286本)の 順 で あった。以下、 タ

ブノキ、 ムクノキ、モ ミ、エ ノキ、 クロマ ッ等の樹種 があが つてい る。
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表一2 都道府県別巨木本数

都道府県名 全市町

村 数

巨木有

市町村数

単木測定数

本

暫 ●

樹林 測定数1並 木 測定数1小 計 測定数

件 本1件 本1件 本

u

測定巨木総数1推定本数

本1(本)

北 海道 212 胴9 472 1473071595152316 788536

青 森 67 54 342 1252161515i140231 573557

岩 手 62 60 755 652102411618817681212 1967466

宮 城 71 61 476
ll

14620972152218361
1

8371148

秋 田 69 45 450 357461;6092;417553 1003;900

山 形 44 44 835 23424283236璽266278 斜1311122

福 島 90 82 372 1311311881139139
1

51111016

茨 城 88 85 1545 7271054!6088!7871142 2687!706

栃 木 49 49 1042
1

606103312747璽6331080 212211086

群 馬 70 70 696 347569,28 _48;375617 1313;827

埼 玉 93 87 1085 238327120371258364 1449100

千 葉 80 77 694
ll9001433
1286419281497

1
21911217

東 京 64 62 1078 226559112161238575 1653302
神奈 川 37 37 689 8812211010 69924415

新 潟 112 99 1374 6891085,73121;7621206 2580.1070

富.山 35 31 asp 2833363361!316397 854628

石 川 41 41 425
lI

1040130511117110511322
1

1747580

福 井 35 sa 262 8771091192018861111 1373933
山 梨 64 61 498 436500821211457521 1019282

長 野 121 98 920 72397617611517991091
i2011
_1888

岐 阜 99 86 663 593795!3337!626832 14951036'

静 岡 75 73 945
1

63312445476216801306

i
22511072

愛 知 88 71 772 84105;3438;118143 915;81

三 重 69 65 743 398402馨12121410414 1157647

滋 賀 50 50 389
11731965

689903142621
1

13541329

京 都 44 40 243 314438!1228!326466 709!562

大 阪 44 35 260 1611851001161185 445t228

兵 庫 91 84 485 565881,1523;580904 1389;729

奈 良 47 42 457 397592123231420615 10721472

和 歌 山 50 49 467
91

391679119351410714

曾
斜8111550

鳥 取 39 36 426 313499127351340534 960十1219

島 根 59 56 720 237584146621283646 13661926

岡 山 78 46 196 104川11010;114121 317.40

広 島 86 82 681 323398!3232!355430 1111328

山 口 56 53 605
ll

142167126381168205
1
81080

徳 島 50 46 984 53117100153117
11101

i

香 川 43 39 240 1462861441150290 5301250

愛 媛 70 52 453 136232117i137249
1702
190

高 知 53 53 鋤 240268!1111!251279 662!605

福 岡 97 66 682

1
296527131396327566

i

124811118

佐 賀 49 47 288 371479, _44;375483 771;60

長 薗 79 68 714 192196139391231235 9491131

熊 本 98 83 733
11

38646211527露401489

冒
1222114

大 分 58 52 686 408625116161424641 1327!2017

宮 崎 44 44 616

昌

3434901771350497

i
11131480

鹿 児島 96 70 275 327495,4468;371563 83813093

沖 縄 53 35 227 657719917486 313

合 計 3269 2819 28800
ll

1719925103126718951846626998
i

5579868068
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表一3全 国の樹種別巨木総数

順位 樹種 本数

1 スギ 13,681

2 ケヤキ 8,538

3 クスノキ 5,160

4 イチョウ 4,318

5 スダゾ イ 3,286

6 タア ノキ,イヌグ ス 1,907

7 ムクノキ 1,465

8 モミ 1,364

9 エノキ 1,221

10 クロマツ,オマツ 933

11 牌 854

12 アカ7ンノマツ 736

13 ヒノキ 681

14 ミスゆナラ 665

15 トチノキ 647

16 カツラ 508

17 プナ 504

18 イチイが シ 420

19 シラカシ 363

20 エドヒが ン,アズ マヒが ン 323

21 アカが シ 296

22 ハルニレ,ニレ 292

23 ツプラゾイ 268

24 シイノキ 244

25 サワラ 240

26 アコウ 239

順位 樹種 本数

27 ツが,トガ 236

28 イヌマキ 214

29 ホルトノキ,モが シ 204

30 ヤマザ クラ 198

31 サクラ 190

32 イチイ 190

33 ウラゾロが シ 187

34 クロが ネモチ 182

35 イア キ,ピャクシン 166

36 クリ 163

37 コウヤマキ 140

37 ヤマモモ 140

37 が ゾ ユマル 140

40 カシ 139

41 センダ ン 138

42 アラカシ 132'

43 サイカチ 130

44 コナラノV、ソ 127

45 ハリギ リ,センノキ 120

46 カシワ 107

47 デ イゴ 100

48 シダ レザ クラ 98

48 ソメイヨシノ 98

50 アペ マキ 82

その他の樹種 3,024

合計 55,798
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(2)巨 木 の大 き さ

実測 された巨木の胸高直径(株 立ち が複 数 の ものは主幹 の胸高直径)と 、樹 高の 集計結果

を表 一4,5に 示す。

幹周 が実 測 された巨木の う'ち、今回報 告 があ った巨木 本 数は、52,812本 であ っ たρ その う

ち、胸 高直径1～2mの もの は約5万 本 で90%が 直径2m以 下 であった。 次いで2～3mの もの

が約2千 本 、3～4mの ものが300本 となってお り、5m以 上 の もの は19本 であ った。

また、樹 高について今 回報告があ つた巨 木本 数 は、54,539本 であ り、20～30mの もの が約

23,240本 と最 も多 く全体 の42%を 占め ている。次 いで10～20mの もの が約1万6千 本 、30～

40mが 約1万 本 の順 である。樹高が40mを 越す ものは約3千 本 あ り、全体 の5%程 度 であ

る。 なお、報告 のあ った樹高 データの うち 、約114(11,798本)は 実際 に測 定 されたデー タ

であるが、残 り約314(36,304本)に つい ては推定 に よるデー タである。

表 一4 巨木の胸高直径

胸高直径(m)
単 木 樹 林 並 木 合 計

本 o/a 本 % 本 % 本 %

1^一1.9 25456 88.4 22863 91.1 1743 92.0 50062 89.7

2^一2.9 1466 S.1 828 3.3 52 2.7 2346 4.2

3～3.9 243 o.s 93 0.4 1 o.i 337 0.6

4^一4.9 33 o.i 15 0.1 0 o.o 48 o.i

5m以 上 12 0.04 7 0.03 0 o.o 19 0.03

無 回答 1590 5.5 1297 5.2 99 5.2 2986 5.4

合 計 28800 100.0 25103 100.0 1895 100.0 55798 100.0

表 一5 巨木の樹高

樹 高(m)
単 木 樹 林 並 木 合 計

本 % 本 % 本 % 本 %

10m以 下 1177 4.1 394 1.6 49 2.6 1620 2.9

1019 10120 35.1 5341 21.3 431 22.7 15892 28.5

2029 11939 41.5 10574 42.1 734 38.7 23247 41.7

3039 4149 14.4 6284 25.0 513 27.1 10946 19.6

4049 778 2.7 1615 6.4 98 5.2 2491 4.5

50m以 上 125 0.4 206 o.s 12 0.6 343 0.6

無 回答 512 1.8 689 2.7 58 3.1 1259 2.3

合 計 28800 100.0 25103 100.0 1895 100.0 55798 100.0

各樹種 別の幹 周の分布 をみる と、特 に幹周 の大 きな種類 と してクスノキ、 イチ ョウ、 カツ

ラ、ケ ヤキ、 スギ、 トチ ノキ、及び その他 に含 まれ るガジ ュマル等 があげ られ る9幹 周 の分

布 が幅広 い分布型 を示 しているの はアコウ、 カツラであった。
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一方、調査 の対 象 とな った巨木の推定樹 齢 を表 一6に 示 した。

表 一6か ら明 らかな ように 、巨木 推 定樹 齢 と しては300年 以上 と推定 さ れてい るものが

35%と 最 も多 く、次 いで、200～299年 の ものが多 い。 しか しなが ら、不 明あ るいは無 回答 の

もの も30%程 度あ り、巨木の樹齢 を把握 す るこ とが困難 であ るこ とが うかがわ れる。

樹種別 に推定樹 齢の分布 をみ る と、 イチイ、 カヤ、 カッ ラ、 ヒノ キは推 定樹 齢300年 以上

の もの が半 数 を占めてお り、他の樹種 に比べ て特徴 的であ る。

表 一6巨 木の推定樹齢

推定樹齢

区分 件 ova

99年 以 下 639 1.1

100～199年 6336 11.4

200～299年 10468 18.8

300年 以上 19524 35.0

不明 12359 22.1

無回答 6472 11.6

合 計 55798 100.0

表一7に は調査の対象 となった巨木の所有者 を示 した。巨木の所有者で最 も多か ったのが

寺社で、全体 の58%を 占めてい る。次いで多いのが個人の所有で約18%で あった。公有の巨

木は国、都道府県、市町村及びその他 をあわせても全体の16%程 度である。

寺社の所有が多いことは、後述の巨木の周囲の状況にお)、て社叢林が多いこととも一致 し

てお り、巨木の生育する環境 として社叢林の ように保護された林の存在が重要で あることが

うかがわれる。

表一7巨 木の所有者 (重複回答あ り)

所有者(管 理者)

区分 件 %

国 2835 5.1

都道府県 793 1.4

市町村 2739 4.9

その他公有 2440 4.4

寺社 32066 57.5

個人 10003 17.9

法人等 678 1.2

不明 951 1.7

無回答 3478 6.2

合計 55983

樹種別 に所有者の割合 をみると、ほ とんどの樹種で寺社あ るいは個人所有が大半 を占めて

いるが、 ミズ ナラとブナについては、国、都道府県等の公有のものが5～7割 を占めている

点で特徴的である。
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1.2生 態的項 目

(1)巨 木 の周囲の状況

周囲の状況の集計結 果 を表 一8に 示す。

巨木の周 囲 は、樹林 が34,633件(62%)と 最 も多 く、次 いで建 物群12,182件(22%)、 道路

10,568件(19%)の 順 であ る。樹林 の内訳 をみ ると、社叢等 の小 面積の ものが24,623件(44%)

と多 く、山林 等大面積 の樹林 に位 置 する巨木 は9,120件(16%)と 少ない 。 これは、今 回調査

では比 較的人 目につ きやす い巨木 が多 く抽 出 された結 果 で はないか と思 われ る。 また 、社 叢

林等に 巨木 が多い結 果 は、前 述の ように社叢林 とい ろた小 面積 であ って も自然環境 が 守 られ

た広 が りのあ る場所 が巨木 の生育 環境 の多 くを占めてい る こ とを示 して い るもの と理 解 で き

ょう。

表一9に 根元(林 床)の 状況 の集計結 果を示す。

根元(林 床)の 状況 は、裸地 が25,521件(46%)と 最 も多 く、次 いで草 地等 が19,735件(35

%)、 稚樹 ・低木 等が13,430件(24%)の 順 であ り、舗装 は4,918件(8.8%)と あま り多 くな

か った◎

表 一8巨 木周 囲の状況(重 複 回答 あ り)

周囲の状況

区分 件 %

樹林 34633 62.1

山林等 9120 16.3

社叢等 24623 44.1

公園 2791 5.0

耕地 7655 13.7

建物群 12182 21.8

道路 10568 18.9

水面 1255 2.2

その他 8286 14.8

無回答 3808 6.8

合計 81178

表一9巨 木の根元(林 床)の 状況(重 複回答あ り)

根元の状況

区分 件 %

裸地 25521 45.7

草地 ・地被類 19735 35.4

稚樹 ・その他低木生育 13430 24.1

ササその他やぶ 8908 16.0

舗装 4918 8.8

砂利 ・砕石 1155 2.1

ア ス フ ァ ル ト ・コ ン ク リ ー ト 1925 3.4

その他 2597 4.7

その他 436 o.s

無回答 4085 7.3

合 計 82710
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(2)巨 木の生態的状況

巨樹 ・巨木林における鳥類あるいは獣類の隼息状況の集計結果を表 一10に 示す。

鳥類及び獣類の生息状況について生息が有 りと報告 されているのは、いずれも2～3%と

少ない。鳥類や獣類の ように移動能力の大 きな生物の生息に関 しては今回りような1回 だけ

の調査ではなかなか生息状況を把握するまでには到 らず、経年的な調査が必要であろう。

表 一11に 着生植物等の有無の集計結果を示す。着生殖物等が有ると報告された巨木は、

全体の45%と 、動物に比べて高い割合を示 している。巨木の ように年数を経てくるとッタや

ヤ ドリギのような着生殖物も多 くなることと、動物の生息状況に比べて着生植物等の生息状

況は把握 し易いことも理由の一つと思われる。

鳥類及び獣類の生息 に関 して樹種別の特徴は明瞭ではなかつた。着生植物の有無について

は、イチイ、イチ ョウ、サワラ、マツでは着生植物等が無い割合が高かった(60%以 上)。

表 一10 特記すべき鳥類及び獣類の生息状況

烏類の生息

区分 件 %

無 し 37762 73.9

有 り 2118 3.0

不明 11785 18.7

無回答 4133 4.4

合 計 55798 100.0

獣類の生息

区分 件 ova

無 し 39115 70.1

有 り 1521 2.7

不明 10737 19.2

無回答 4425 7.9

合 計 55798 100.0

表 一11着 生殖物等の有無

着生植物等

区分 件 %

無 し 26591 47.7

有 り 24995 44.8

無回答 4212 7.5

合計 55798 100.0

巨樹 ・巨木林 に生息 してい る鳥類 あるいは獣類 について特 に種類 名が記入 してあ ったの は、

鳥類974件 、獣類739件 であった。鳥類及び獣類 の名 前は重複 回答 であ り、個々の種類 名 を抽

出す る と、鳥 類 で記入 が多 か ったの は、 フクロウ(213件)、 ヒヨ ドリ(108件)、 カラス

(91件)、 キッッキ(79件)、 モズ(54件)、 メジ ロ(50件)、 ウグ イス(48件)、 キ ジ

(47件)、 ヤマ ドリ.、スズ メ(34件)、 及び イヌ ワシ(25件)等 であ った。

一方、獣類 で多 かったのは、ムササ ビ(287件)、 リス(133件)、 サル(ニ ホンザル、 ヤ

クシマザル)(95件)、 クマ(86件)、 シカ(71件)、 カモ シカ(55件)、 ヘ ビ(40件 〉、

タヌキ(32件)、 イノシシ(25件)、 ウサギ(24件)、 及び イ タチ(20件)等 であ った。
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(3)巨 木 の健全性

単 木及 び林木(注:巨 木林及 び並 木 に生育す る巨木の ここ での呼称)の 欠損の状況 の集計

結果 を表 一12,a,b,cに 示す。

まず単木についてみる と、欠損 の ない巨木14,309本 に対 し、欠損 のあ る巨木 は6,237本 で欠

損の ない巨木 の方が2倍 程度多 い。 欠損 の内訳 をみ る と、小枝枯損 が8,061件 と最 も多 く、次

V}で 大枝枯損 が6,620件 、空洞 あ りが4,043件 の順 であ り、枝 の枯 損が全体 の半分 以上 を占め

てい た。欠損 の原因は、不 明が6,007件 と最 も多 い ものの、大風 による もの2,659件 、落雷757

件、積雪710件 、病虫害765件 、 その他 の 自然 災害 が3,556件 となってい る。勇定等 による人

為的 な原因 も2,833件 と多 かった。

次 に林木 につ いてみ ると、欠損の ない林木6,131件 に対 し、欠損 のあ る林木 は4,052件 で、

無 回答 数 が多 い ものの単木 に比べ る と欠損 め無 い もの に対 す る有 る もの の比率がか な り大 ぎ

い ことが 目立つ。林木の欠損 の内訳 をみ ると、枯損 木あ りが3,344件 と最 も多 く、第2番 目の

倒木 多いの352件 と比べ て、著 しく高い値であ る。林木の欠損 の原 因は、不 明が1,219件 と最

も多いが、大風823件 、落雷262件 、積雪269件 、病虫害337件 、その他 の 自然災害 が1,128件

であ り、人為 的な原 因 も448件 と多い。

欠損の原因 については単木 、林 木 ともその内訳 の構成割合 が良 く似 てい る。

表 一12巨 木 の欠損度(a:単 木(左)及 びb:林 木(右))

巨木の欠損(単 木)

区分 件 %

無 し 14309 49.7

有 り 6237 21.7

大枝枯損 6620 17.4

小枝枯損. 8061 21.2

頭頂部幹折れ 2575 6.8

下部幹折れ 647 1.7

空洞あ り 4043 10.6

異常なコブあ り 1408 3.7

無回答 8254 18.0

合計 28800 100.0

林木の欠損(樹 林 ・並木)

区分 件 %

無 し 6131 22.7

有 り 4052 15.0

枯損木ややあ り 3344 8.8

枯損木多い 331 0.9

倒木ややあ り 352 0.9

倒木多い 25 0.1

無回答 16815 62.3

合 計 26998 100.0

注)欠 損の内訳は、重複 回答のため合計数が多 くなっている。

表 一12c:巨 木、林木の欠損 の原 因

欠損の原因

区分

単木 樹林 ・並木

件 % 件 %

大風 2659 15.5 823 18.3

落雷 757 4!等 262 5.8

積雪 710 4.1 269 6.0

病虫害 765 4.5 337 7.5

その他自然災害 3411 19.9 1128 25.1

人為(勇 定等) 2822 16.5 448 10.0

不明 6007 35.1 1219 27.2

合計 17131 100.0 4486 100.0
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健全度 の集計結 果 を表 一13に 示す。

健全度 は良が41,938件 、不 良が9,484件 であ り、今 回報告のあ った巨木の75%は 健全度が 良

とされているが、不 良の もの も17%と 少 な くない。

健全度が不 良の場合 の内訳 は、一・部枯損 が7,995件(14%)と 他 の項 目に比べて圧倒 的 に多

く、枯 死 寸前 と報告 されて い るものは662件(1.2%)、 病虫害 あ りと報告 されてい るもの は

295件 であ った。

表一.13巨 木の健全度(重 複回答有 り)

健全度

区分 件 %

良 41938 75.2

不良 9484 17.0

枯死寸前 662 1.2
一部枯損

7995 14.3

病虫害 295 o.s

異常落葉 81 0.1

その他 555 1.0

無回答 4481 8.0

合 計 55903 100.2

また、 健全度 を樹種 別 に見 る と、 サ クラでは特 に健全度不 良の割合が高 く、単木で42%、

林木で36%、 合計 で41%と 著 し く高い割合 を示 している。 次いで、 イチ イ、 カシ、 カ ツラ、

サ ワラ、 シイ、 タブ ノキ、ニ レ、 ブナ、 ミズナ ラ、 ムクノキ 等で も健全度 が不良の割合 が20

%か そ れ以上 にのぼ ってお り、 これ らの樹種 で は5本 に1本 は健全度が不 良であ るこ とが 明

らか になった。

1.3人 文的項 目

(1》信仰 対象 と しての 巨木

信仰 対象等の集計結 果 を表 一14に 示す。

信仰 対象等の有無 についてみ ると、 「無 し」が36,703件(64%)と 多 いが、信仰対象物(社 、

ほこら、鳥居、 しめ縄等)が 有 る もの が12,456件(22%)、 禁忌(タ ブ ー等)が 有 る場合 が

716件 、巨 木 にまつ わ る祭事 等 が有 る場合 が1,230件 とな って お り、何 等 かの 形 で人 との結 び

付 きが強い巨木 は14,402件 報告 されて いる。

信仰対 象の有無 につ いて、樹 種別 の差異 はあ ま り明瞭で は ない もの の、 ブナ、 ミズナ ラで

・は信仰 の対 象 となっていない ものが9割 を超 えてお り、特徴 的であ る。
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表 一14 信仰対象等の有無 (重複 回答有 り)、.

信仰対象等

区分 件 %

信仰対象無し 36703 63.6

信仰対象有り 12456 21.6

禁忌(タ ブー)あ り 716 1.2

祭事あり 1230 2.1

不明 2690 4.7

無回答 3891. 6.7

合計 57686

(2)巨 木 の呼称 ・名称

巨木 に関す る独特 の呼称 ・名称等 の有無 の集計結果 を表 一15に 示 す。

独 特の呼称 ・名称 の有無 についてみる と、.「無 し」が29,781件 、 「有 り」が5,152件 で、「無

し」が 「有 り」を5倍 以上上 回った。

樹 種別 にみ ると、イ チイ、 サクラ 、マ ツで独 特 の呼称 ・名 称 が有 りとされてい る割合 が高

く(30～40%)、 これ らの樹種 は人 との関わ りが深 いこ とが うカ・がわれる。

表 一15 独特の呼称 ・名称の有無

独特の呼称 ・名称

区分 件 %

無 し 42221 75.6

有 り 7295 13.1

不明 2459 4.4

無回答 3823 6.9

合 計 55798 100.0

(3》巨木 の故事 ・伝承

巨木の故事 ・伝承有無の集計結 果 を表 一16に 示 す。

故事 ・伝承 の有無 についてみ ると、 「無 し」 が41,617件(75%)、

%)で 、大半 の巨木 に関 して は故事 ・伝承等 は無 い とされている。

「有 り」が3,き54件(6

表一16巨 木に関する故事 ・伝承の有無

故事伝承

区分 件 %

無 し 41617 74.6

有 り 3354 6.0

不明 6858 12.3

無回答 3969 7.1

合計 55798 100.0

一13一



(4》巨木 の視認性

巨木 の視認性 に関する集計結果 を表 一17に 示 す。,

巨木 の視認性 についてみる と、 「遠方か ら も目立つ」巨木 は17,930件(32%)、 「付近 に

行 けば目立つ」 巨木 が26,491件(48%)で 、 「直前 まで見 えない」巨木は7,453件(13%)で

あ つた。

巨木の 視認性 は、巨 木 の大 きさの みな らず周 囲 の状況 にも大 きく左右 さ れる と思 われ るが、

巨木 の多 くはかな り遠 くか らで も目立 つ ことが うかがわれ る。

表一17巨 木の視認性

視認性

区分 件 %

遠方からも目立つ 17930 32.1

付近に行けば目立つ 26491 47.5

直前まで見えない 7453 13.4

無回答 3924 7.0

合計 55798 100.0

(5)巨 木 の直接利用(樹 林)

巨木の直接利用(樹 林)の 集計結果 を表 一18に 示 す。

直接利用の有無 につい てみ る と、 「無 し」 が36,091件(65%)、 「有 り」が5,297件(8%)

で、 「無 し」が 「有 り」 を約8倍 以上上 回ってい る。

巨木林 を何 等 かの形 で利用 してい る ものの内訳 をみ ると、観 光 ・レク リエーシ ョン ・公 園

が2,874件.(5%)と 最 も多 く、次 いで その他1,281件(2%)、 木材生 産926件(1.7%)、 林

産 物生産126件 、その他材木の直接利用90件 の順 であ った。

表一18巨 木林の直接利用の有無 (重複回答有 り)

直接利用

区分 件 ova

特になし 36091 64.7

木材生産 926 1.7

林産物生産 126 0.2

その他林木の直接利用 90 0.2

観 光 ・レクリエニション㍉公 園 2874 5.2

その他 1281 2.3

無回答 15189 27.2

合計 56577 101.4_
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1.4保 護の項 目

(1》巨木の保護指 定

単木及 び樹林 の保護制度の指定に関す る集計結 果 を表 一19に 示す 。

保護 制度 の指 定が 無い もの は27,986件(50%)、 何 等か の形 で保 護 制度 が有 る もの は

15,991件(29%)で 、 「無 し」が 「有 り」 を上回 って いる。

保 護制度 の内訳 をみる と・天然記念物 等の指定が6,774件(12%)と 最 も多 く・次い でその

他 制度5,066件(9%)、 自然公園2,506件 、風致 地区 ・緑地保存地 区等1,468件 な どの順 であ

つた。

表 一19巨 木の保護制度指定の有無

保護制度指定

区分 件 %

保護制度無し 27986 50.2

保護制度有り 15991 28.7

天然記念物等 6774 12.1

自然公園 2506 4.5

自然環境保全地域 275 0.5

保安林 ・学習参考保護等 911 1.6

都市公園 542 1.0

風致地区等 1468 2.6

その他制度 5066 9.1

不明 691 1.2

無回答 11821 21.2

合計 55798 100.0

(「有 り」の内訳は重複回答)

巨木の大 きさによって保護制度指定の状況 を整理 したのが、表一20で ある。

表一20か ら明 らか なように、胸高直径が2m以 上の ものについては保護制度指定が有る

ものの方が多い。一方、胸高直径 が2m以 下の樹木については、特 に単木の場合 に保護制度

の指定が無い方が多 く、巨木林では保護制度有 無の割合はほぼ1:1、 並木では保護制度の

指定有 りの方が多い結果 となっている。

表 一20 胸高直径別の保護制度指定の有無

胸高直径 区分

保 護 制 度 の 有 無
単木 樹林 並木

保護鉦し 保護有り 保護無し 保護有 り 保護無し 保護有り

件 % 件 % 件 % 件 % 件 % 件 %

1.0^'1.9m 16368 61.55 8504 31.98 3498 48.79 3335 46.52 194 45.12 217 50.47

2.0～2.9m 512 1.93 923 3.47 115 1.60 191 2.66 3 0.70 15 3.49

3.0^一3.9m 43 0.16 198 0.74 3 o.oa 26 0.36 0 0.00 1 0.23

4.0^一4.9m 2 0.01 31 0.12 0 o.oo 1 o.oi 0 o.oo 0 o.oo

5.Om以 上 3 0.01 9 0.03 0 0.00 0 o.oo 0 0.00 0 o.oo

小計 16928 63.66 9665 36.34 3616 50.44 3553 49.56 197 45.81 233 54.19

合計 26593 7169 430
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さらに、樹種別に保護制度の指定の有無について整理する と、 イチイ、 カヤ、サクラは天

然記念物等の指定が有る割合が高 いが、これらの樹種は前述の ように独特の呼称 ・名称の有

る割合 も高 く、一般的に名称が付 けられて親 しまれている と同時に天然記念物等の指定 も受

けているものが多いことを示 している。

この他に、ブナ、 ミズナラでは自然公園としての指定の割合が高いことも特徴的である。

(2)巨 木 に関する解説板等 の有 無

巨木 に関す る解説板等 の有無 につい ての集計結果 を表 一2.1に 示 す。 集計結果 をみる と、

「無 し」が39,372件(71%)、 「有 り」 が14,286件(25%)で あ った。

「有 り」の 内訳 をみる と、解説 板 が6,523件(12%)と 最 も多 く、次 い で、樹名 板5,997件

(11%)、 その他918件 、石表848件 の順であ った。

表 一21 巨木に関する解説板等の有無

説明板等の有無

区分 件 %

無 し 39372 70.6

有 り 12544 22.5

樹名板 5997 10.7

解説板 6523 11.7

石標 848 1.5

その他 918 1.6

無回答 3882 7.0

合 計 55798 100.0

(「有 り」の内訳は重複回答)

1.5そ の他の項 目

(1)特 記事項

巨木の保護 に関す る特記事項 の集計結果 を表 一22に 示す。 集 計結果 をみる と、 「特記事

項無 し」が38,838件(70%)、 「有 り」 が12,839件(23%)で あった。

「特記事項有 り」 の内訳 をみる と、定期的 な下刈 り ・清掃 が9,049件(16%)と 最 も多 く、

次いで枯 損部の削除!枝 下 ろ しが4,109件(7%)、 防護柵 設置が2,256件(4%)な どの順で

あ った。
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表一22巨 木の保護に関する特記事項

特 記事項

区分 件 ova

無 し 38838 69.6

有 り 12839 23.0

保護柵設置 2256 4.0

避雷針設置 174 0.3

支柱設置 540 1.0

薬剤散布 ・施肥 1075 1.9

定期的な下刈 り・清掃 9049 16.2

枯損部削除 ・枝下ろし 4109 7.4

買取運動 23 o.o

その他 952 1.7

無回答 4121 7.4

合計 55798 100.0

(「有 り」の内訳 は重複回答)

保護に関する特記事項の有無 に関 して、樹種別にみると、 ブナ、ミズナ ラでは保護に関す

る特記事項がほとん ど無い(90%以 上)。 ブナ、ミズナラは生育環境が一目に付 きに くい山

間部に多いことから、定期的な下刈 り ・清掃といった人の 日常生活の範疇でできる世話や保

護措置等の対象にはなりに くいものと思われる。

2.項 目間集計結果

ここでは今回調査 された巨木の健全度 と人 との関係を主 として検討 した。

巨木の健全度 と周囲の状況 とのクロス集計結果を表一23に 示 した。

表 一23 健全度 と周囲の状況 との関係(単 位:件 数)

周囲の状況

区分

健全度
合計 良!合計単木 樹林 ・並木 合計

良 不良 良 不良 良 不良

樹林

山林等

社叢等

11825 2695 16228 3406 28053 6101 34154 o.s2

2992 731 4327 887 7319 1618 8937 o.s2

8462 1889 11586 2435 20048 4324 24372 o.g2

公園 1153 255 1002 330 2155 585 2740 0.79

耕地 3561 924 2411 665 5972 1589 7561 0.79

建物群 6238 1344 3361 1053 9599 2397 11996 o.go

道路 4727 1315 3336 1058 8063 2373 10436 0.77

水面 511 147 439 151 950 298 1248 0.76

その他 4963 1063 1761 401' 6724 1464 8188 0.82

合計 32978 7743 28538 7064 61516 14807 76323 0.81
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巨木の健全度 と保護制度の有無 とのクロス集計結果を表 一24に 示 した。

表 一24 健全度 と保護制度指定の有無 との関係(単 位:件 数)

保護制度指定

区分

健全度
合計 良!合計単木 樹林 ・並木 合計

良 不良 良 不良 良 不良
保護制度無し 14699 3019 3320 584 18019 3603 21622 0.83

保護制度有り 8636 2297 4208 900 12844 3197 16041 0.80
天然記念物等 3088 1049 1037 297 4125 1346 5471 0.75
自然公園 1061 230 929 186 1990 416 2406 0.83
自然環境保全地域 41 25 190 53 231 78 309 0.75
保安林 ・学習参考保護等 236 92 522 80 758 172 930 o.s2
都市公園 241 54 221 41 462 95 557 0.83
風致地区等 797 187 520 117 1317 304 1621 o.gi

その他制度 2954 497 701 98 3655 595 4250 0.86

不明 218 163 88 28 306 191 497 0.62

合計 23335 5316 7528 1484 30863 6800 37663 o.s2

巨木の健全度と信仰対象等の有無 とのクロス集計結果を表一25に 示 した。

表 一25 巨木の健全度と信仰対象等の有無 との関係(単 位:件 数)

信仰対象等

区分

健全度

合計 良1合計単木 樹林 ・並木 合計
良 不良 良 不良 良 不良

信仰対象無し 17710 3578 12435 2561 30145 6139 36284 0.83

信仰対象有 り 3888 1249 5646 1407 9534
一一一一一一

2656

一一

12190 0.78
禁忌(タ ブー)あ り 241 105 261 94 5021 199 701 0.72

祭事あり 348 121 595 150 943 271 1214 0.78
不明 1084 355 932 262 2016 617 2633 0.77

合計 23271 5408 19869 4474 43140 9882 53022 0.81

これらの集計結果から巨木の健全度 と周囲の状況との関連性 について検討 した結果、周囲の状況

が道路の場合にやや健全度が悪 くなることがうかがわれた。 また、健全度 と保護制度指定の有無 と

の関係について検討 したが、天然記念物あるいは自然環境保 全地域の指定の場合に健全度がやや悪

い傾向が うかがわれたが、十分明らかであるとはいえない。

また、信仰対象の有無 と健全度については禁忌(タ ブー)有 りとされている場合にやや健全度が

悪い傾向が うかがわれた。
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31解 析 結 果

3.1巨 樹 ・'巨木林を取 りまく環境特性 ・

巨樹 ・巨木林 を取 りま く自然環境について、代表的な樹種24種 類 を取 り上げて巨木の位置する

3次 メッシュの標高及び気候データを整 理 した。使用 したメッシュ気候値デ ータは、年間降水量、

年平均気温、年最高 ・最低気温、温量 指数(暖 かさの指数)、 及び寒量指数'(寒 さの指数)で あ

る。

温量指数 とは一種の積算温度であ り、月の平均気温が5℃ を越す月について、月の平均気温か

ら5℃ を引いた値を積算 して求める。また、寒量指数 とは、月平均気温が5℃ 未満の月について、

月平均気温 と5℃ との差の積算値 を絶対値で表示 したものである。既往の知見による と、日本の

それぞれの植生帯における温量指数は次のように推定 されている。

亜熱帯:240～180、 暖温帯(丘 陵帯):180～85、 冷温帯(山 地帯):85～45

亜寒帯(亜 高山帯):45～15、 高山帯:15未 満

巨木の位置する標高を見 ると、ブナ、 ミズナラの巨木は標高500m～1200mの 範 囲に分布 して

お り、また、'温量指数 も50～80と 山地帯に分 布 していることが明らかである。イチイ、カッラ、

トチノキ、ニ レの巨木は、温量指数ではいずれも100以下に分布の中心があるが、標高は900m以

下である点で前二者 と幾分異なる分布 を示す。残 りの樹種の多 くは温量指数で暖温帯 に位置 し、

標高 も500m以 下のところが多い。

巨木の樹種 と降水量 との関係 については、概ね年間雨量2∞Om前 後の ところに分布が集中して

いるが、サ ワラ、ニレの巨木は比較的降雨量の少ないところに分布 しており、ブナ、 ツガの巨木

は年間雨量2000mよ り多い ところに分布の中心がある。

年平均気温、及び年間最高 ・最低気温 との関係あるいは寒量指数 との関係は、概ね温量指数 と

の関係で見 られる特徴 と類似 している。
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一方、巨木の周囲の状況の集計結果に よれば、今回調査 された巨木のうち約30%は 周囲の状況

が樹林であ り、その うち単木では約36%が 、また、樹林、並木等では約52%が 社寺の境内や社叢

林等の小面積 の樹林であつた。このこ とから、巨木の生育環境 として社寺専の保有 している社叢

林等の小面積の樹林が大 きな役割 を果た しているもの と推測される。

また、周囲の状況が樹林以外の建物群、道路などである割合 も樹林に次いで高 く(建 物群 約11

%、 道路 約9%)、 人々の生活域の中で人 との関わ りを深 く保ちなが ら長い年月を経てきている

ものも多いと言えよう。

巨木の生育する自然環境の特性、特に標高データ等 と周囲の状況等の特性か ら、樹種別の生育

環境を類型化すると、次のようである。

アコウ、イチ ョウ、エノキ、カヤ、クスノキ、ケヤキ、シイ、ムクノキなどは標高が低いとこ

ろ(中 央値が200m以 下)に 分布 し、また、周囲の状況 が建物群あ るいは道路である割合 が高い

ことから人里主体型の樹種 と推測 された。

また、標高が低いところから比較的高い ところ(中 央値が6～約800m付 近)ま で分布 し、また、

周囲の状況が樹林 とそれ以外でほぼ同 じ割合であることから、人里から山地にかけて主に生育す

ると推測 され たものは、イチイ、サクラ、サワラ、ニレ、マ ツなどであつた。また、標高は人里

から山地主体型 と同じでも、周囲の状況 が樹林が主体であるもの としては、カシ、カツラ、 スギ、

ヒノキ、タブノキ、ホル トノキ、モミなどであった。

人里主体型あるいは人里～山地主体型あ樹種の うち、シイ、 カシ、スギ、ヒノキ、ボル トノキ

など1ま、社叢林等に生育 している割合が高かった。

標高が高いところ(中 央値 が500m以 上)に 生育 し、また周 囲の状況が樹林であることから山

地主体型の樹種 と推測 されたのは、ッガ、 トチノキ、ブナ、ミズナラなどであった。
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3.2巨 樹 ・巨木 林 の分布特性

報告 のあ つ た巨 木の全て及 び代表的 な6樹 種の巨 木 の分布 を、 図一1～7に 示 した。 分布 は、

.2次 メ ッシ ュ(約10km× 約10km、1125」000の 地形 図の範 囲)内 に存在 す る各樹種 の単木 の本 数

をメ ッシ ュの濃 淡で表示 した。樹林、並木 の場合 は複 数の メ ッシュに また が る樹 林、並木 の 区域

の中の個 々の巨木 の位 置が不明 なため表示 していない。

各樹種 毎の巨木 の分布 の特徴 を整理す る と、概 ね以 下の とお りである。

(1)全 樹種(図 一1)'

報告 のあ つた全 ての巨木(単 木)に つ いて2次 メ ッシュ内の本 数 を濃 淡で表 したのが 図

一1で ある。.巨木の本数が20本 以上あ るメ ッシ ュは関東地方 に比 較的集中 して お り、次 い

で北 陸 、近 畿、'九州地方 に多 い。.

(2)イ チ ョウ(図 二2)、

ほぼ全 国にわ たって分布 してお り、特 に関東 地方 に多 い点 が特徴 的であ る。

(3)ク ス ノキ(図 一3)

九州地方に多 く見 られや他、関東以南の太平洋岸に沿 って集中 して分布 している。

(4)ケ ヤキ(図 一4)

関東 地方及び 日本 海側 の海岸線沿 いに集 中 して分布 してい る。

(5)ス ギ(図 一5)

ほぼ全 国 にわ たって分布 している。

(6)シ イ(図 一6)

関東地方及び東海地方の海沿い・及び北陸・中国・九州地市り 月本海沿岸沿いに多い。

(7)ブ ナ(図 一7)

ほぼ全国で見 られるが、北陸、関東北部か ら東北地方に多い。

また、 図一8は 、幹 周 に よつて選 定 した巨木 の 全 国ベス ト10及 び樹種 別ベ ス ト1の 分布図

で ある。
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次 に、幹周 の特 に大 きい ものについて分 布特性 をみ ると以下の ようであ った。

わが国の代 表的 な巨木 を、樹 種 にかかわ らず幹周 の大 きさ(株 立 の もの は主幹の大 き さ)に よ

り、上位60.本 まで抽 出 した(表 一26)。 なお、表 一2、6の 内、沖縄 県か ら報告 されてい るガ

}ジュマルφ巨木 につ いては
、特異 な形状 の幹であ るため表 に掲 げていない。

その結果、全 国1位 は、鹿児 島県 蒲生町の クス ノキで、幹周 は24.2m(胸 高直径7.7m> .であ,

,
った。 また、上位10位 までに含 まれる11本 をみ ると、 クス ノキが10本 を占め、残 りの1本 は手 ドヒ

ガ ン(サ:ク ラ)で あった。都 道府県 別 には鹿児 島県が3本 と最 も多 く、次 いで佐 賀県 、福 岡県 が

各2本 、静 岡県、大分県 、高知県 が各1本 と、8本 が九州の県 で占め られていた。

さ らに、各 都道府県 を代表 す る巨木 を、樹種 にか かわ らず幹周 の大 きさ(株 立の もの は主幹 の
'

大 きさ)に より、都道府県毎 に上位3種 類 まで抽出 した(表 一27)。 ・

その結果 、九州 の各県 の上位3泣 に選 ばれた巨木 の幹周 は他 の県 に比べ て大 きい傾 向 がみ られ

陰た
。 また 、ベ ス ト3に 多 く出現す る樹種 は 比較的・限 られ て お り、中で もクス ノキ、スギ、ケ ヤキ、

イチ ョウの出現す る割合 が高 か った。

クスノキは 、近畿以南 の各 県 にお けるベス ト3の 大半 を占めてい る。 また、スギは岩 手県か ら

宮 崎県 にかけての多 くの県 のベス ト3に 平 均的 に出現 して いた。 また、 ケ ヤキは主 に東 日本 に多

く出現 し、イチ ョウも広範 囲 に出現す る も'のの東 日本が 中心 であ った。

この他 、特 徴 的な もの と して 、北海道 では ミズ ナ ラ、イチ イがベス ト3に 入 り、沖縄 で はガジ

ュマルが ベス ト3'を 占め てい た。 これ らの樹種 は他 の県 で は上位 に出現 しない ものであ り、 両県

の 自然環境の特性 を表 わ している と推察 される。

次 にわが国 の代 表的 な樹 種24種 について 、樹種 別の代表 的 な巨木 を幹周 の大 き さ(株 立 の もの

は主幹の大 きさ)に よ り上位10位 まで抽 出 した(表 一28)。

その結果、上位10位 まで の半数(5本)以 上が1つ の県 で 占め られてい る種類 は、ア コウ(鹿

児 島県)、 イチ イ(長 野 県)、 カシ(熊 本 県)、 サ ワラ(長 野県)、 ツガ(鹿 児島県)、 ホ ル ト

ノキ(静 岡県)、 及 びガジュマル(沖 縄県)で あ った。

また、 これ らの樹種 の上位10位 までの巨木 を最 も多 く持 っている 県 は、鹿児島県 が19本 と最

も多 く、次 いで長野県18本 、福 島県12本 、熊本 県10本 、以下 、岩手 、岐阜、鳥 取、宮 崎及び沖縄

の各県 が9本 であつた。
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表 一26 全国巨木 リス ト(上 位60本)[そ の1]

順位 都道府県 樹種 所在地 幹周(cm 独特の呼称
'保 護制度指定

1 鹿児島県 クスノキ 蒲生町八幡神社 2,422 蒲生の大楠 天然記念物等(国)

2 静岡県 クスノキ 熱海市来の宮神社 2,390来の宮の大楠 天然記念物等(国)

3 福岡県 クスノキ 築城町下本庄 大楠神社 2,100 大楠 天然記念物等(国)

3 佐賀県 クスノキ 武雄市川古稲荷大明神 2,100 川古の大楠 天然記念物等(国)そ の他制度

3 鹿児島県 エドヒがン 大ロ市奥十曽 2,100 無 保安林 ・学術参考保護等

6 福岡県 クスノキ 宇美町宇美八幡宮 2,000 衣掛の森,湯 藍の森,蚊 田の森 天然記念物等(国,都道府県)

6 佐賀県 クスノキ 武雄市武雄神社 天神神社 2,000 武雄の大楠 天然記念物等(市町村)そ の他制度

8 大分県 クスノキ 大分市 八幡柞原八幡宮 1,850 無

'㍗覧
・

.プ:、

天然記念物等(国》

9 福岡県 クスノキ 朝倉町恵蘇宿 1,800 隠家の森 天然記念物等(国プ

10 高知県 クスノキ 須崎市須賀神社 1,710 大谷のクスノキ 天然記念物等(国》自然公園(都道府県立》

10 鹿児島県 クスノキ 志布志町山宮神社 1,710 志布志の大楠 天然記念物等(国)

12 鹿児島県 スギ 上屋久町高塚山 1,610 縄文杉 自然公園《国立)

13 青森県 仔ヨウ 百石町下谷地 1,600 無 天然記念物等(市町村)

13 鹿児島県 クスノキ 川辺町飯倉神社 1,600 無 天然記念物等(都道府尉

15 新潟県 スギ 三川村岩谷 1,595 将軍杉 天然記念物等(国)

16 福岡県 クスノキ 宇美町 宇美八幡宮 1,570 衣掛の森,湯 蓋の森,蚊 田の森 天然記念物等(国都 道府県》

17 福島県 ケ僻 猪苗代町本町天子神社 1,540 天子のケヤキ その他制度

18 岩手県 カツラ 軽米町 1,533 古屋敷の千本桂 天然記念物等(市町村)

19 埼玉県 クスノキ 越生町上谷 1,500 有 天然記念物等(都道府県)自 然公園(都道府県立》

19 静岡県 クスノキ 伊東市葛見神社 1,500 葛見神社の大樟 天然記念物等(国)

19 静岡県 クスノキ 河津町来ノ宮神社 1,500 来の宮神社大楠 天然記念物等(国)

19 愛姻県 カツラ 伊予三島上猿田 1,500 不明 天然記念物等(都道府県)保 安林 ・学i術参考保護等

注)株 立ちしていない場合は幹周が300cm以 上の もの・株立ち している場合は主幹が200cm以 上のものを

選んだ。沖縄県のガジュマルは、特異な幹形状であるため省略 した。
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衰 一26 全国巨木 リス ト(上 位60本)[そ の2]

順位 都道府県 樹種 所在地 幹周(cm 独特の呼称 保護制度指定

23 高知県 スギ 大豊町八坂神社 1,500 日本一の大杉 天然記念物等(国》自然公園(都道府県立》

24 熊本県 クスノキ 三角町 上本庄 天神さん 1,490 郡浦の天神クス 天然記念物等(都道府県》

25 山梨県 ケヤキ 若草町 1,472 三恵の大けやき 天然記念物等(国)

26 岩手県 仔ヨウ 久慈市長泉寺 1,470 大銀杏樹 天然記念物等(国)

27 三重県 クスノキ 御浜町 引作 1,440 阿田和の大楠 天然記念物等(都道府県》

28 千葉県 スギ 天津小湊清澄 漕澄寺 1,415 溝澄の大スギ、千年杉 天然記念物等

29 青森県 仔ヨウ 十和田湖法量銀杏木 1,400 明神様 天然記念物等(国》

29 岐阜県 スギ 白鳥町 石徹白 1,400 石徹白大杉 天然記念物等 自然公園(国立)

29 香川県 クスノキ 詫間町 志々島楠ノ倉楠公正一位稲荷 大明神 1,400

鳩

志々島の大楠 天然記念物等(都道府尉

29 鹿児島県 クスノキ 高山町塚崎 1,400 塚崎のクス 天然記念物等(国》

33 福井県 カツラ 大野市 白山神社 1,390 白山神社のカツラ 天然記念物等(都道府県》

33 佐賀県 クスノキ 武雄市塚崎 1,390 塚崎の大楠 天然記念物等(市町村)そ の他制度

35 高知県 カツラ 大川村小北川 1,380 無 無

36 長野 県 ・ スギ 根羽村 月瀬 1,379 月瀬の大杉 天然記念物等(励

37 岐阜県 スギ 上矢作町大船山大船神社 1,360 弁慶杉 天然記念物等(都道府県)保 安林 ・学術参考保護等 その他制度

38 新潟県 カツラ 塩沢町薬照寺 1,350 薬照寺の大カツラ 天然記念物等(都道府県)

38 静岡県 クスノキ 函南町 天地神社 1,350 無 天然記念物等(都道府県)

38 鹿児島県 スギ 屋久町 紀元スギ 1,350 紀元杉 自然公園個立)

41 岡山県 イチョウ 奈義町 高円 1,348 菩提寺大イチョウ 天然記念物等(国)

42 徳島県 イチョウ 上板町 乳保神社 1,342 無 天然記念物等(国)
1

43 和歌山県 クスノキ かつらぎ笠田東,妙 楽寺 1,340 無 天然記念物等《都道府県》
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表一26全 国巨木 リス ト(上 位60本)[そ の3]

順位 都道府県 樹種 所在地 幹周(cm 独特の呼称 保護制度指定

44 新潟県 スギ 糸魚川市 白山社 1,330 杉之当の大スギとシナノ木 天然記念物等(都道府尉

44 熊本県 クスノキ 北部町 寂心さん 1,330 寂心 さんの樟木 天然記念物等(都道府県)

44 宮崎県 スギ 椎葉村十根川十根川神社 1,330 八村杉 天然記念物等(国》

47 宮崎県 クスノキ 清武町船引船引神社 1,320 八幡楠 天然記念物等(国)

48 三重県 クスノキ 飯高町水屋神社 1,310 水屋の大クス 自然公園(都道府県立)

49 山形県 スギ 平田町 小林 1,300 無 天然記念物等(市町村)

49 石川県 トチノキ 白峰村太田大道谷 1,300 太田の大栃 天然記念物等(市町村)

49 静岡県 クスノキ 静岡市 津島神社,浅 間神社 1,300 無 無

49 静岡県 クスノキ 浜松市 1,300 雲立のクス 天然記念物等(市町村):風致地区 ・緑地保全地区等

49 静岡県 クスノキ 清水市但沼神社 1,300 不明 天然記念物等(都道府県)

49 広島県 クスノキ 三原市糸崎神社 1,300 無 天然記念物等(市町村)

49 徳島県 クスノキ 三加茂町 加茂 1,300 加茂の大クス 天然記念物等(国)

49 佐賀県 クスノキ 有明町 辺田 1,300 稲佐神社のクス

49 長崎県 クスノキ 有明町松崎 1,300 松崎のオオクス 天然記念物等(都道府県)

49 鹿児島県 クスノキ 川内市 新田神社 1,300 大楠 天然記念物等(市町村)

59 鳥取県 カツラ 河原町落河内 1,290 落河内のカツラ 天然記念物等(都道府県)

59 鹿児島県 クスノキ 鹿児島市 城山 1,290 城山のクス林 天然記念物等但)



表 一27 都道府県別巨木 リス ト(上 位3位) [その1]

都道府県 順位 樹種 所在地 幹周(cm) 独特の呼称 保護制度指定

北海道 1

2

3

ミズ ナラ

トチノキ

イチイ

名寄市

七飯町

士別市 ヲウエベッ

910

860

750

無

無

祖神の松

保安林 ・学術参考保護等

無

その他制度

青森県 1

2

3

イチョウ

イチョウ

イチョウ

百石町 下谷地

十和田湖法量銀杏木

七戸町銀杏木

1,600

1,400

1,160

無

明神様

子安イチョウ

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(国》

天然記念物等(都道府尉

岩手県 1

2

3

カツラ

イチョウ

スギ

軽米町

久慈市 長泉寺

三陸町

1,533

1,470

1,160

古屋敷の千本桂

大銀杏樹

無

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(国》

天然記念物等(市町村)

宮城県 1

2

3

イチョウ

イチョウ

シイノキ

丸森町 山根

柴田町雨乞

亘理町

1,160

1,150

1,015

丸森の大銀杏

雨乞のイチョウ

無

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(国》その他制度

天然記念物等(国》

秋田県 1

2

3

スギ

ケヤキ

ケヤキ

山内村比叡山神社

神岡町上町

五城目町帝釈寺

1,120

1,108

960

番神の大杉

無

無

天然記念物等(都道府県》

無

天然記念物等(市町村)

山形県 1

2

3

スギ

ケヤキ

スギ

平田町小林

東根市

真室川町釜渕

1,300

1,260

1,148

無

車根の大ケヤキ

滝の沢の一本杉(お ばけ杉)

天然記念物等(市町村)

天然記念物等

天然記念物等(市町村)

福島県 1

2

3

ケヤキ

スギ

ケヤキ

猪苗代町本町天子神社

岩代町杉沢

下郷町 中山

1,540

1,230

1,200

天子のケヤキ

杉尺の大スギ

八幡ケヤキ

その他制度

天然記念物等(国)その他制度

その他制度

茨城県 1

2

3

ケヤキ

イチョウ

ケヤキ

小川町下馬場鹿島神社

大子町 上金沢
一ノ矢八坂神社

1,160

1,126

1,000

不明

無

一の矢の大檸

天然記念物等(市町村)

自然環境保全地域(都道府県)

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(都道府県)

栃木県 1

2

3

スギ

ケヤキ

存 ヨウ

塩原町 八幡神社

壬生町円宗寺

藤原町上三依

1,065

890

880

逆杉

円宗寺の大ケヤキ

上三依観音堂の大イチョウ

天然記念物等(国》

自然公園(国立》その他制度

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(市町村)

群馬県 1

2

2

イチョウ

スギ

ケヤキ

尾島町堀ロ浄蔵寺

松井田町

吾妻町南町

1,100

1,000

1,000

浄蔵寺の大イチョウ

新田義貞駒つなぎのイチョウ

五郎の大杉

槻ノ木

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(市町村)

天然記念物等(国》

埼玉県 1

2

3

クスノキ

イチョウ

ケ轄

越生町上谷

飯能市高山高山不動尊

浦和市大久保領家

1,500

1,000

913

有

高山不動の大イチョウ

大久保の大ケヤキ

天然記念物等(都道府県》

自然公園(都道府県立)

天然記念物等(都道府県》

自然公園(都道府県立》

天然記念物等(市町村》

千葉県 1

2

3

スギ

クスノキ

イチョウ

天津小湊 清澄清澄寺

富津市 環(興 源寺)

市川市八幡神社

1,415

1,250

1,200

清澄の大スギ、千年杉

環の大クス

千本公孫樹

天然記念物等

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等個 》

東京都 1

1

3

イチョウ

ケヤキ

ケヤキ

港区善福寺

練馬区

府中市

1,040

1,000

1,000

逆 さイチョウ

大ケヤキ

無

天然記念物等(国)

天然記念物等(国)

その他制度

・神奈川県 1

2

3

スギ ー

クスノキ

ケヤキ

山北町.一

厚木市

秦野市

1,200

1,050

1,000

無

無

落幡の大エノキ

天然記念物等個}.

自然公園(国定)

・天然記念物等(都道府県)

その他制度

天然記念物等{都道府県}

新潟県 1

2

3

スギ

カツラ

スギ

三川村岩谷

塩沢町薬照寺

糸魚川市白山社

1,595

1,350

1,330

将軍杉

薬照寺の大カツラ

杉之当の大スギとシナノ木

天然記念物等(国)

天然記念物等(都道府県}

天然記念物等(都道府県》
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35ペ ー ジ 表一27都 道府県別巨木 リス ト(上 位3位)[そ の2]

愛知県
誤 1

z

スギ

クスノキ

旭町杉本

蒲郡市

1,175

1,170

貞観スギ

清田の大樟

正 1

2

クスノキ

スギ

蒲郡市

旭町杉本

1,180

1,175

清田の大樟

貞観スギ



表一27 都道府 県別巨木 リス ト(上 位3位)・. [その2]

都道府県 順位 樹種 所在地 幹周(cm) 独特の呼称 保護制度指定

富山県 1

2

3

イチョウ

トチノキ

スギ

氷見市朝日本町

利賀村脇谷

利賀村坂上坂上神社

1,200

1,189

1,100

上日寺の大イチョウ

脇谷の トチノキ

坂上の大杉

天然記念物等個 》

天然記念物等(国》

天然記念物等(都道府県》

石川県 1

2

3

トチノキ

スギ

イチョウ

白峰村太田大道谷

金沢市八幡神社

七尾市百海伊影山神社

1,300

1,165

1,087

太田の大栃

不明

無

天然記念物等(市町村》

無'

天然記念物等(市町村》

福井県 1

2

3

3

カツラ

ケヤキ

カツラ

トチノキ

大野市白山神社

大野市専福寺

今庄町岩谷

今庄町岩谷

1,390

1,120

1,000

1,000

白山神社のカツラ

反兼の大ケヤキ

無

無

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等個 》

無

無

山梨県 1

2

3

ケヤキ

ケヤキ

スギ

若草町

須玉町根古屋神社

早川町下湯島山王神社

1,472

1,190

1,110

三恵の大けやき

田木畑木

湯島の大杉

天然記念物等個》

天然記念物等(国》

天然記念物等(市町村)

長野県 1

2

3

スギ

ケヤキ

スギ

根羽村 月瀬

上田市古安曽

中条村

1,379

1,173

1,105

月瀬の大杉

大六のケヤキ

有

天然記念物等個》

無

天然記念物等(都道府県)

岐阜県 1

2

3

スギ

スギ

スギ

白鳥町石徹白

上矢作町大船神社

丹生川村下保千光寺

1,400

1,360

1,210

石徹白大杉

弁慶杉

無

天然記念物等 自然公園(国立)

天然記念物等(都道府尉

保安林 ・学術参考保護等

その他制度

天然記念物等個)

静岡県 1

2

2

クスノキ

クスノキ

クスノキ

熱海市 来の宮神社

河津町 来ノ宮神社

伊東市葛見神社

2,390

1,500

1,500

来の宮の大楠

来の宮神社大楠

葛見神社の大樟

天然記念物等(国)

天然記念物等(国》

天然記念物等(国》

愛知県 1

2

3

スギ

クスノキ

クスノキ

旭町杉本

蒲郡市

新城市鳥原

1,175

1,170

1,041

貞観スギ

清田の大樟

無

天然記念物等(国)

天然記念物等個)

天然記念物等(市町村)

三重県 1

2

3

クスノキ

クスノキ

クスノキ

御浜町引作

飯高町水屋神社

尾鷲市飛鳥神社

1,440

1,310

1,150

阿田和の大楠

水屋の大クス

無

天然記念物等(都道府尉

自然公園(都道府県立》

天然記念物等(都道府県》

滋賀県

、

1

2

3

カツラ

ケヤキ

ケヤキ

多賀町向之倉

多賀町尼子

余呉町野神

1,160

975

910

不明

女飯盛木

無

無

無

無

京都府 1

2

3

トチノキ

スギ

カツラ

綾部市君尾山

和束町 八坂神社

美山町芦生

1,040

1,000

995

大 トチ

ぎおんスギ

無

保安林 ・学術参考保護等

天然記念物等(都道府県》

都市公園

大阪府 1

2

3

クスノキ

ケヤキ

クスノキ

門真市三ツ島

能勢町野間稲地

寝屋川市

1,250

1,195

1,050

薫蓋のクス

野間の大けやき(蟻 無のケヤキ)

無

天然記念物等(国)その他制度

天然記念物等個》

その他制度

兵庫県 1

2

3

カツラ

スギ

スギ

篠山町藤坂

八鹿町妙見名草神社

関宮町

1,200

1,140

1,100

無

夫婦杉,妙 見の杉

ホー ドー杉

天然記念物等(市町村》

天然記念物等個》

自然公園個定)

天然記念物等《市町村》

奈良県 1

2

3

クスノキ

ケヤキ

スギ

奈良市

櫻井市 天神社 天神神社

十津川村玉置神社

1,120

1,100

1,000

無

無

大杉

風致地区 ・緑地保全地区等

無

天然記念物等(都道府県》

自然環境保全地域(都道府県)

和歌山県 1

2

3

クスノキ

クスノキ

クスノキ

かつらぎ笠田東,妙 楽寺

串本町 有田 有田神社

粉河町 大神宮

1,340

1,190

1,142

無

無

無

天然記念物等(都道府県)

無

無

鳥取県 1

2

3

カツラ

カツラ

スダシ イ

河原町 落河内

江府町 洲河麟後山

東伯町 宮場春日神社

1,290

1,170

1,140

落河内のカツラ

かつらの巨木

伯者の大椎

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(市町村)

天然記念物等個 》
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表 一27 都道府県別巨木 リス ト(上 位3位) [そ の3]

都道府県 順位 樹種 所在地 幹周(cm》 独特の呼称 保護制度指定

島根県 1 クスノキ 日原町 堤田 1,250 大元神社趾(畑)の 楠 天然記念物等(都道府県,市町村》

2 スダ シ0イ 八雲村志多備神社 1,140 天然記念物等(市町村)

3 カツラ 大東町 日原神社 1,100 無 天然記念物等(都道府県)

岡山県 1 イチョウ 奈義町高円 1,348 菩提寺大イチョウ 天然記念物等個》

z ムクノキ 鏡野町高山 950 無 天然記念物等(市町村》

3 スギ 成羽町小泉 925 小泉の大杉 天然記念物等(都道府県)

広島県 1 クスノキ 三原市糸崎神社 1,300 無 天然記念物等(市町村》

2 スギ 戸河内町 梶ノ木 990 有 天然記念物等(都道府県)

3 仔 ヨウ 高野町 上市 960 乳下り大銀杏樹 天然記念物等(都道府県》

山口県 1 スギ 徳山市山ノ神八幡宮 1,050 大玉杉 天然記念物等(国》

2 クスノキ 豊浦町 下小野舎 1,020 クスの森 天然記念物等(国)

3 クスノキ 防府市 900 無 天然記念物等(都道府県)

徳島県 1 イチョウ 上板町 乳保神社 1,342 無 天然記念物等(国)

z クスノキ 三加茂町 加茂 1,300 加茂の大クス 天然記念物等(国》

3 クスノキ 山川町 川田市 1,235 無 無

香川県 1 クスノキ 詫間町志々島楠ノ倉楠公 1,400 志々島の大楠 天然記念物等(都道府県》

正一位稲荷 大明神

z クスノキ 善通寺市伽藍 1,236 無 天然記念物等(都道府県》

3 クスノキ 善通寺市伽藍 1,000 無 天然記念物等(都道府県)

愛媛県 1 カツラ 伊予三島上猿田 1,500 不明 天然記念物等(都道府県)

保安林 ・学術参考保護等

2 カツラ 長浜町 1,170 無 天然記念物等(市町村)

3 クスノキ 丹原町 北田野 1,140 土居の大グス(樟) 天然記念物等(市町村)

高知県 1 クスノキ 須崎市 須賀神社 1,710 大谷のクスノキ 天然記念物等(国)

自然公園(都道府県立》

2 スギ 大豊町 八坂神社 1,500 日本一の大杉 天然記念物等(国)
馬

、 自然公園(都道府県立)

3 カツラ ,大川村 小北川 1,380 無 無

椙岡県 1 クスノキ 築城町 下本庄 大楠神社 2,100 大楠 天然記念物等(国》

2 クスノキ 宇美町 宇美八幡宮 2,000 衣掛の森,湯 蓋の森,蚊 田の森 天然記念物等(国,都道府県》

3 クスノキ 朝倉町 恵蘇宿 1,800 隠家の森 天然記念物等(励

佐賀県 1 クスノキ 武雄市 川古 稲荷大明神 2,100 川古の大楠 天然記念物等(国)そ の他制度 ・

2 クスノキ 武雄市 武雄神社 天神神社 2,000 武雄の大楠 天然記念物等(市町村)その他制度

3 クスノキ 武雄市塚崎 1,390 塚崎の大楠 天然記念物等(市町村)その他制度

長崎県 1 クスノキ 有明町松崎 1,300 松崎のオオクス 天然記念物等(都道府県)

2 クスノキ 長崎市 大徳寺楠稲荷 1,260 大徳寺の大クス 天然記念物等(都道府県)

3 仔 ヨウ 上対馬町琴 1,250 琴 のいちょう 天然記念物等(都道府県)

熊本県 1 クスノキ 三角町上本庄 天神さん 1,490 郡浦の天神クス 天然記念物等(都道府県》

2 クスノキ 北部町寂心さん 1,330 寂心さんの樟木 天然記念物等(都道府県》

3 クスノキ 八代市 八王神社 1,270 有 風致地区 ・緑地保全地区等

大分県 1 クスノキ 大分市 八幡柞原八幡宮 1,850 無 天然記念物等《国)

2 イチイがシ滴川村 1,200 不明 天然記念物等(市町村)

その他制度

2 クスノキ 中津市薦神社 1,200 無 無 その他制度

2 仔 ヨウ 玖珠町平井 一 1_,200 無 .自然公園(国定》.その他制度

宮崎県 1 スギ 椎葉村十根川 十根川神社 1,330 八村杉 天然記念物等個)

2 クスノキ 清武町船引船引神社 1,32U 八幡楠 天然記念物等個)

3 仔 ヨウ 高岡町去川 1,120 去川のイチョウ 天然記念物等個)

鹿児島県 1 クスノキ 蒲生町 八帽神社 2,422 蒲生の大楠 天然記念物等個 》

2 エト0ヒが 大口市奥十曽 2,100 無 保安林・学術参考保護等

3 クスノキ 志布志町山宮神社 1,710 志布志の大楠 天然記念物等(国)

沖縄県 1 がシ ュマ東風平町 2,350 無 無

2 がゾ ユマ東風平町 1,990 無 無

3 がジ ュマ東風平町 1,800 有 無
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表 一28 樹種別巨木 リス ト(上 位10位) [その1]

樹種 順位 都道府県名 所在地 幹周`㎝) 独特の呼称 保謹制度指定 伽考

アコウ 1

1

3

4

5

6

7

8

9

10

長崎県
沖縄県

長崎県

鹿児島県

鹿児島県
鹿児島県

高知県

鹿児島県

鹿児島県

鹿児島

奈良尾町 田中奈良尾神社
石垣市真女乙御嶽

福江市樫之浦

指宿市信楽寺

屋久町平内
根占町浦

土佐清水

十島村里村の神社
三島村竹島

坊津町秋目

1,200

1,200

1,120

1,100

1,003

1,000

980

965

950

930

あこう大樹

有
樫之浦のアコウ

無
無

無

無

無

無

無

天然記念物等個》.
無

天然記念物等(都道府県》

無
無

天然記念物等(市町村)

天然記念物等個 》

自然公賦国立》
無

無

その他制度

ア功

材パア功

ア功

ア功

ア功

ア功

アコウ

ア功

ア功

ア功

イチイ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

岐阜県
北海道

長野県
岐阜県

長野県

長野県

長野県
北海道

長野県
山梨県

荘川村惣則

士別市 ヲウエベツ
長野市国見

宮村冷谷

鬼無里村子安大神

戸隠村平出
戸隠村平出

芦別市

佐久市 白山神社

早川町

795

750

700

690

650

645

640

620

610

590

治郎兵衛のイチイ

祖神の松

国見のイチイ

宮の大イチイ

無

夫婦 トガ

夫婦 トガ

黄金水松

いぽ神様、むし歯神様

七面山の大イチイ

天然記念物等(都道府県)

その他制度
天然記念物等《市町村}

保安林 ・学術参考保護等

天然記念物等(都道府県》

無
無

その他制度

天然記念物等怖町村》

天然記念物等(都道府県)

仔 イ

イチイ

仔イ

イチイ

イチイ

イチイ

仔 イ

イチイ

仔 イ

イチイ

イチ ョウ 1

2

3

4

5

6

7

7

7

7

青森県

岩手県

青森県

岡山県

徳島県

長崎県
千葉県

新潟県

富山県
大分県

百石町下谷地
久慈市長泉寺

十和田湖

奈義町高円

上板町乳保神社

上対馬町琴

市川市八幡神社

五泉市

氷見市朝日本町
玖珠町平井

1,600

1,470

1,400

1,348

1,342

1,250

1,200

1,200

1,200

1,200

無

大銀杏樹

明神様

菩提寺大イチョウ

無

琴のいちょう

千本公孫樹

乳銀杏

上日寺の大イチョウ

無

天然記念物等(市町村)

天然記念物等個)

天然記念物等(国)

天然記念物等(国)

天然記念物等個)

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(国)

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等個)

自然公園(国定》その他制度

イチョウ

仔 ヨウ

仔 ヨウ

イチョウ

仔 ヨウ

株5計1730cm

仔 ヨウ

什 ヨウ

仔 ヨウ

仔 ヨウ

仔 ヨウ

エ ノキ 1

2

3

4

5

5

7

7

9

10

大阪府

岡山県

福井県
島根県

福島県

鳥取県

鳥取県
熊本県

熊本県

茨城県

忠岡町

有漢町上有漢

勝山市

桜江町
会津坂下袋下

会見町

泊村筒地

坂本村辻
坂本村久多良木神社

結城市小田林

910

860

800

760

750

750

720

720

700

680

無

無

松ヶ崎の大エノキ

守神さんの木

袋原のエノキ

無

筒地の大榎

無

無

無

無

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等(市町村)

無
天然記念物等(市町村》

その他制度

無
天然記念物等(市町村)

無

無
無

1ノキ

1ノキ

エノキ

エノキ

エノキ

エノキ

エノキ

エノキ

エノキ

1ノキ

カシ 1

2

3

4

5

6

7

8

8

8

8

大分県

熊本県

熊本県

熊本県

大分県

熊本県

大分県

愛知県

福岡県

熊本県

熊本県

清川村

鹿北町椎持神社

Ω野村大明神

三加和町猿懸

安心院町熊野神社

御船町長生

安心院町 山蔵

足助町津島神社

浮羽町注連原(伏 条樫)
坂本村藤本

山江村

1,200

980

900

853

sao

820

815

800

800

800

800

不明

無

大明神のイチイノキ

上十町のイチイガシ

無

長生のイチイガシ

無

不明

伏条処木諸

藤本のいちいが し

淡島さんのイチイガシ

天然記念物等(市町村》

その他制度
天然記念物等怖町村》

その他制度
天然記念物等(都道府県)

天然記念物等(市町村)

天然記念物等(市町村)

天然記念物等《都道府県)

その他制度

天然記念物等《市町村》

天然記念物等1都道府県》

その他制度
天然記念物等(市町村}

イチイが シ

イチイガ シ

仔 イガ シ

仔 イが シ

仔 イガ シ

仔 イが シ

仔 イガ シ

シラカシ

カシ

イチイが シ

イチイが シ
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表 一:2.8～ 樹種別巨木 リス ト'(上位1'0位) [その2]

樹種 ㌧ 順位 都道府県名. 所在地. 幹周(cm} 独特の呼称. 保護制度指定 備考

カツラ 1

2

3

4

5

6

7

8

8

10

岩手県

愛媛県

福井県

高知県
新潟県

鳥取県

兵庫県

鳥取県
愛媛県

滋賀県

軽米町 ・

伊予三島上猿田

亀

大野市白山神社

大川村小北川
塩沢町 薬照寺

河原町 落河内

篠山町藤坂'
江府町洲河崎後山

長浜町

多賀町向之倉

1,533

1,500

1,390

1,380

1,350

1,290

1,200

1,170

1,170

1,160

古屋敷の午本桂'

不明

白山神社のカツラ

無

薬照寺の大カツラ

落河内のカツラ

無

かつらの巨木

無

不明

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(都道府県)

保安林 ・学術参考保護等 ・

天然記念物等(都道府県)

無

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(市町村)

天然記念物等《市町村)

天然記念物等《市町村)

無

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カツラ

カヤ 1

2

3

3

5

6

7

8

9

9

福島県

栃木県

群馬県

愛知県

岩手県

福島県

福島県

兵庫県

宮城県

埼玉県

桑折町万正寺

足利市

富士見村

名古屋市名古屋城
,

大東町猿沢

楢葉町塩具

船引町上移

養父町

志波姫町沼崎(双 林寺)

与野市鈴谷妙行寺

870

820

810

810

780

770

740

735

730

730

万正寺の大カヤ

無

横室の大櫃

無

猿沢のホウキカヤ

塩具の大カヤ

長法寺のカヤ

建屋のヒダリマキガヤ

双林寺のカヤ

与野の大カヤ

天然記念物等 その他制度

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(国)

天然記念物等(国》

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等(市町村》

その他制度

天然記念物等(市町村)

その他制度

天然記念物等個 》

無

天然記念物等(国)

牌

卿

於

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

カヤ

クスノキ 1

2

3

3

5

5

7

8

9

9

鹿児島県

静岡県

福岡県
佐賀県

福岡県

佐賀県

大分県

福岡県

高知県

鹿児島

蒲生町 八幡神社

熱海市来の宮神社

築城町下本庄大楠神社
武雄市川古稲荷大明神

宇美町宇美八幡宮

武雄市武雄神社天神神社

大分市 八幡柞原八幡宮

朝倉町恵蘇宿

須崎市 須賀神社

志布志町 山宮神社

2,422

2,390

2,100

2,100

2,000

2,000

1,850

1;800

1,710

1,710

蒲生の大楠

来の宮の大楠

大楠

川古の大楠

衣掛の森,湯 蓋の森,蚊 田の

武雄の大楠

無

偲家の森

大谷のクスノキ

志布志の大楠

天然記念物等(国)

天然記念物等(国)

天然記念物等(国)

天然記念物等(国》その他制度

天然記念物等(国,都道府県)

天然記念物等(市町村)

その他制度

天然記念物等《国》

・天然記念物等(国〉

天然記念物等(国)

自然公園(都道府県立)

天然記念物等(国)

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

クスノキ

株2計2100cm

・クスノキ

クスノキ

クスノキ

ケヤキ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

福島県
山梨県

山形県

福島県

大阪府
山梨県

長野県
福島県

茨城県

新潟県

猪苗代町本町 天子神社

若草町
東根市

下郷町 中山

能勢町野間稲地

須玉町根古屋根古屋神社
上田市古安曽

会津若松高瀬

小川町下馬場鹿島神社

柏崎市鵜川神社

1,540

1,472

1,260

1,200

1,195

1,190

1,173

1,170

1,160

1,150

天子のケヤキ

三恵の大けやき

車根の大ケヤキ

八幡ケヤキ

野間の大けやき(蟻 無のケヤ

田木畑木

大六のケヤキ'

高瀬の大ケヤキ

不明

鵜川神社 大ケヤキ

その他制度

天然記念物等(国)

天然記念物等

その他制度

天然記念物等(国》

天然記念物等(国》

無

天然記念物等(国》

その他制度

天然記念物等(市町村)

自然環境保全地域(都道府県》

天然記念物等但 》

ケセキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

サ クラ

ー 一 一 一一 → 幽

1

2

3

4
-5

5

7

8

9

10

鹿児島県
山形県

山梨県

岐阜県
'山形県

福島県

山形県

福島県
福島県

新潟県

大ロ市奥十曽

長井市中里

武川村山高

根尾村淡墨の桜

長井市3'.一.
柳津町 細入

鶴岡市

西会津町下条
川俣町 寺前

両津市北小浦

2,100

1,091

1,060

920

900

900

870

860

858

830

無

草岡のサクラ

山高の神代サクラ

有

久保桜'.

種 まきザクラ

無

千歳ザクラ ・化けサクラ

常泉寺のシダレザクラ

北小浦の与六郎桜

保安林 ・学術参考保護等

天然記念物等(市町村》

天然記念物等個)

天然記念物等個)
亨天然記念物等(国》 一

その他制度

都市公園(市町村》その他制度

その他制度

その他制度

天然記念物等{市町村}

エドヒガン

エドヒが ン

エドヒガン

ヒガ ンサ'クラ
'
エト'ヒガン

エドヒガン

エト0ヒガン

サトザ クラ

エドヒがン

株2晋h390cm

ヤマゲ クラ

一38一



表一28 樹種 別巨木 リス ト(上 位10位 〉・ [そ の3]・

樹種 ・ 順位 都道府県名 ψ 所在地 幹 周(cm) 独特の呼称 ・ 保謹制度指定 備考 ・

サワラ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

福島県
岐阜県

長野県

長野県
長野県

愛知県

岩手県

茨城県

長野県
長野県

いわき市沢尻

朝日村 甲釈迦堂

伊那市 吹上
上村 馬老沢
三岳村御岳神社若宮

足助町 薬師堂

遠野市大出早池峰神社
金砂郷村西金砂神社

大鹿村矢立木

駒ケ根市南割円通寺

1,000

960

800

740

720

700

690

651

610

600

沢尻の大ヒノキ

七本サワラ

前平のサワ.ラ

お宮の木

無

不明

無

西金砂のサワラ

矢立木

無

天然記念物等(自)そ の他制度

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(都道府県)

無

天然記念物等(市町村》

天然記念物等(市町村》

自然公園(国定》

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等(市町村》

無

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

サワラ

シイ 1

1

3

4

5

6

6

8

9

9

9

鳥取県
島根県

宮城県

千葉県

茨城県

千葉県

島根県

石川県
千葉県

島根県

愛媛県

東伯町宮場春日神社
八雲村志多備神社

亘理町
八日市場安久山稲荷神社

牛堀町上戸神明神社

君津市八坂神社

佐田町毛津神社

中島町小牧白山神社

勝浦市名木(寂 光寺)
大田市高原

伊予三島上長須

1,140

1,140

1,015

1,000

977

950

950

906

890

890

890

伯者の大椎

無

無

八代の大シイ

賀恵渕のシイ

無

無.

上野村の大雄

無

不明

天然記念物等(国》

天然記念物等(市町村)

天然記念物等個 》

無

天然記念物等(都道府県》

天然記念物等(市町村)

無

天然記念物等(市町村)

天然記念物等(都道府県)

無

天然記念物等(都道府県)

スダ ジ イ

スダ ジ イ

シイノキ

スダ ジ イ

スダ シ'イ

スダ ジ イ

スダゾ イ

スダジ イ

スダシ イ

スダジ イ

スダゾ イ

スギ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

鹿児島県

新潟県

高知県

千葉県
岐阜県

長野県

岐阜県

鹿児島県

新潟県

宮崎県

上屋久町高塚山
三川村岩谷

大Ω町 八坂神社

天津小湊清澄清澄寺
白鳥町 石徹白

根羽村 月瀬
上矢作町大船山大船神社

屋久町

糸魚川市 白山社

椎葉村十根川十根川神社

1,610

1,595

1,500

1,415

1,400

1,379

1,360

1,350

1,330

1,330

纒文杉

将軍杉

日本一の大杉

清澄の大スギ、千年杉

石徹白大杉

月瀬の大杉

弁慶杉

紀元杉

杉之当の大スギとシナノ木

八村杉

自然公園(国立)

天然記念物等《国》

天然記念物等(国》

自然公園《都道府県立》

天然記念物等

天然記念物等 自然公園(国立》

天然記念物等(国)

天然記念物等(都道府県)

保安林 ・学術参考保護等

その他制度

自然公園(国立)

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等{国》

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

タブノキ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

神奈川県
鹿児島県

千葉県

茨城県

石川県

東京都

静岡県

島根県
石川県

鹿児島

清川村
大浦町原

山田町山ノ台

波崎町舎利神善寺

富来町大福寺高瓜神社

奥多摩町古野附春日神社

本川根町梅地
三刀屋町高尾神社

珠洲市 日枝神社

大崎町仮宿

900

890

857

824

810

807

800

785

760

730

シバノ木

無

府馬の大クス

波崎の大タブ

無

古里附イヌグス

たぶの木

無

無

なげどん

その他制度

無
天然記念物等(国)

天然記念物等《都道府県)

天然記念物等(市町村)

天然記念物等(都道府県》

無

無

無

無

タア ノキ

タア ノキ

タア ノキ

タア ノキ

タア ノキ

タプ ノキ

タア ノキ

タアノキ

タプノキ

タプノキ

ツガ 1

2

3

4

5

6

7

7

9

10

鹿児島県

鹿児島県

和歌山県

鹿児島県

和歌山県
鹿児島県

富山県

奈良県
鹿児島県

熊本県

屋久町'

屋久町安房林道
高野町摩尼山天然林

屋久町荒川

高野町摩尼山天然林
屋久町花山歩道

平村天王山
十津川村

屋久町淀川小屋東側

水上村市房神社の参道

910

690

673

627

620

610

600

600

590

565

屋久杉ランド

無

屋久島スギ原始林

屋久島スギ原生林

無
無
無

無

天然記念物等(国》自然公園(国立》

保安林 ・学術参考保護等

その他制度

自然公園(国立)

天然記念物等(国》自然公園(国立》

保安林 ・学術参考保護等

天然記念物等個 》

自然公園(国立)

自然環境保全地域(国)

無

無

自然公園(国立)

自然公園1国定)

フガ

ツガ

ツガ

ツが

ツガ

ツガ

ツガ

ツガ

ツガ

ツが
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表一28 樹種別巨木 リス ト(上 位 ゴ0位) [その4]

樹程 順位 都道府県名 所在地 幹周lcm) '独 特の呼称 保簸制度指定 備考

トチノキ 1

2

3

4

5

6

6

8

9

10

石川県

富山県

長野県
京都府

福井県
富山県

兵庫県
石川県

兵庫県

富山県

白峰村太田大道谷

利賀村脇谷
上村赤崩沢

綾部市君尾山

今庄町岩谷

利賀村利賀

美方町小長辿
吉野谷村雄谷上流部

美方町新屋

朝日町大平

1,300

1,189

1,050

1,040

1,000

960

960

950

920

900

太田の大栃

脇谷の トチノキ

無

大 トチ

無

利賀の トチノキ

無

無

無

踏出 しの トチ

天然記念物等(市町村)

天然記念物等(国)

無

保安林 ・学術参考保護等

無 ・

天然記念物等《国)

天然記念物等《都道府県)

自然公園個 立》

自然公園(都道府県立》

保安林 ・学術参考保護等

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

トチノキ

ニ レ 1

2

3

4

5

6

6

8

9

10

10

神奈川県

岩手県

北海道

栃木県

北海道

宮城県

群馬県

岩手県

栃木県
北海道

愛媛県

海老名市
西根町

上ノ国町小森

日光市西ノ湖北西

浦幌町厚内

色麻町上郷

妙義町

都南村法領神社

日光市湯滝周辺

幌延町16線 沢
大洲市

716

670

620

610

600

590

590

587

575

570

570

有馬のなんじゃもんじゃ

無

無

無

無

無

無

法領のタモ

無

無 ・

天然記念物等(都道府県》

無

無

自然公園(国立》

保安林 ・学術参考保護等

無'

無

自然公園(国定)

天然記念物等(市町村)

無

天然記念物等(都道府県)

ハルニレ

'りにレ

ハルニレ

ハルニレ

ハルニレ

ハルニレ

'Vにレ

'vにレ

ハ」にレ

ハルニレ

ハルニレ

ヒノキ 1

2

3

4

5

6

7

8

8

8

高知県

長野県

愛媛県

宮崎県

岡山県

山梨県
岐阜県

福島県

茨城県

熊本県

窪川町折谷

南木曽町与川白山神社
美川村岩屋山

椎葉村大久保

賀陽町吉川

富士吉田
上矢作町上村恵那

天栄村牧ノ内
瓜連町 静神社

熊本市歳弥神社

990

834

820

800

770

765

722

700

700

700

大ヒノキ

無

無

大久保 ヒノキ

無

無

笠木ヒノキ

観音堂のヒバ

無

無

無

無

自然公園(都道府県立)

その他制度

天然記念物等(都道府県)

無

天然記念物等(都道府県)

保 安林 ・学術参考保護等'

その他制度

無

その他制度 一

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ブナ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

9

静岡県
大阪府

山形県

新潟県

長野県

北海道

山梨県

山形県

東京都

富山県

函南町函南原生林
岸和田市 和泉葛城山

村山市セナ沢

佐和田町真光寺

飯山市鍋倉山
上ノ国町上ノ国

塩山市芦倉沢

小国町本流ササワラ

桧原村三頭山

大山町長棟

635

560

555

540

535

530

515

505

500

500

函南原生林

和泉葛城山ブナ林

無

仏峠のブナ大樹

無

無

無

無

無

無

自然公園但 立)

天然記念物等(国)

無

無

保安林 ・学術参考保護等

無

自然公園(国立)

無

自然公園個 立)

保安林 ・学術参考保護等

無

アナ

アナ

アナ

アナ

アナ

プナ

アナ

アナ

アナ

アナ

ホル トノキ

ー一

1

z

3

4

5

6

7

7

9

10

静岡県

宮崎県

静岡県
静岡県

徳島県
佐賀県

静岡県

愛媛県

香川県

静岡県

伊東市峰熊野神社

綾町竹野
河津町地先神社

熱海市上野地

阿南市北内
北茂安町千栗

熱海市玄蕃屋敷

土居町村山神社

引田町誉田神社

沼津市足保

640

630

600

590

582

580

570

570

560

5361;

無

竹野のボル トノキ

不明

無

無

無

村上神社のホル ト.

無

無

無

天然記念物等{国》

無

風致地区 ・緑地保全地区等

天然記念物等(都道府県)

天然記念物等(市町村)

風 致地区 ・緑地保全地区等

天然記念物等(市町村γ 一

その他制度

無

ホルトノキ

ホルトノキ

ホルトノキ

掃 トノキ

糾 トノキ

ホルトノキ

ホルトノキ

`
ボルトノキ

瓢 トノキ

ホルトノキ
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表 一28 樹種別巨木 リス ト(上 位10位) [その5]

樹種 順位 都遵府県名 所在地 幹周(cm) 独特の呼称 保議制度指定 億考

マツ 1 香川県 志度町真覚寺 900 岡の松 天然記念物等(都道府県) 獅
2 山形県 最上町東法田 770 山神様の大松 天然記念物等(市町村》 ア加ツ

3 山梨県 大月市浅利 700 浅利の御座松 天然記念物等(市町村》 ア加ツ

3 香川県 宇多津町 円通寺 700 無 天然記念物等(都道府尉 獅
5 岩手県 大東町大原 665 無 無 アカマツ

6 群馬県 境町 大国神社 660 アカマツ

6 新潟県 黒川村下舘 660 黒川村の傘松 天然記念物等(都道府県》 ア加ツ

8 鳥取県 日南町湯河 653 湯河の天狗松 天然記念物等(市町村》 ア加ツ

9 宮城県 歌津町払川 650 紅葉ヶ岳の傘松 天然記念物等(市町村》 アカマツ

10 青森県 弘前市弘前公園三の丸 647 無 都市公園(市町村》 アカクロマツ

ミズナ ラ 1 長野県 漕内路村 940 不明 天然記念物等(都道府県》 ズナラ

2 青森県 脇野沢村 田ノ頭八幡宮 939 無 ズナラ

3 北海道 名寄市 910 無 保安林 ・学術参考保護等 ズナラ

4 ■山県 利賀村 島地 820 島地宮林 無 ズナラ

5 長野県 木島平村 カヤノ平 770 山の神 無 ズナラ

s 鳥取県 大山町 桝水一ノ沢 730 無 自然公園(国立》 ズナラ

保安林 ・学術参考保護等

7 長野県 清内路村 690 無 保安林 ・学術参考保護等 ズナラ

8 岐阜県 神岡町 山田 665 無 天然記念物等《都道府県) ズナラ

9 鳥取県 八東町 ふる里の森 660 ズナラ

10 栃木県 日光市 千手原 646 無 自然公園(国立》 ズナラ

保安林 ・学術参考保護等
ムクノキ 1 兵庫県 三日月町下本郷湯浅 990 無 天然記念物等《都道府県》 ムクノキ

2 三重県 芸濃町椋本 950 椋本の大ムク 天然記念物等個》 ムクノキ

2 岡山県 鏡野町 高山 950 無 天然記念物等(市町村》 ムクノキ

4 大分県 国見町 上岐部 900 無 無 ムクノキ

5 愛知県 津島市 870 津島の大ムク 天然記念物等個) ムクノキ

6 奈良県 五条市 850 二見の大ムク 天然記念物等(国》 ムクノキ

7 大分県 安心院町 寒水 sao 無 無 ムクノキ

8 奈良県 御所市 831 不明 無 ムクノキ

9 鳥取県 岸本町 岸本神社 830 無 無 ムクノキ

9 島根県 川本町木路原 830 無 無 ムクノキ

モミ 1 兵庫県 丹南町大山宮追手神社 780 無 無 モ

1 高知県 西土佐村 潭賀 780 新玉様のモミ 無 モ

3 群馬県 中之条町 嚇石 760 無 無 モ

4 宮崎県 南郷村 690 有 自然環境保全地域(都道府県) モ

保安林 ・学術参考保護等
5 宮崎県 南郷村 sso 有 自然環境保全地域《都道府県) モミ

保安林・学術参考保護等
s 岩手県 大船渡市 宇津野沢 630 無 天然記念物等(市町村》 モミ

7 福井県 大飯町依居神社 629 無 無天然記念物等(都道府県》 モ

S 群馬県 中之条町 伊賀野 626 伊賀野の大木 無 モ

9 広島県 口和町湯木 610 湯木のモミ 天然記念物等(都道府県》 モ

10 青森県 鶴田町妙堂崎掛元 soo トドロッポ松 天然記念物等(都道府県) モ

その他制度
10 岩手県 湯田町 600 草井沢利助モミの木 天然記念物等(市町村》 モ

10 岐阜県 根尾村 600 大河原の大縦 無 モ

10 広島県 高野町上湯川 600 無 天然記念物等(都道府県) モ

10 鹿児島 屋久町淀川小屋～花之江川 600 屋久島スギ原生林 天然記念物等但}自 然公園1国立} モ

その他 1 沖縄県 東風平町 2,350 無 無 カ ジ ュマル

2 沖縄県 東風平町 1,990 無 無 ガ ジ ュマル

3 沖縄県 東風平町 1,800 有 無 が シ ュマル

4 沖縄県 名護市久志 1,140 久志観音堂のガジマル 天然記念物等(市町村》 ガ ゾ ユマル

5 沖縄県 東風平町 1,100 無 無 ガ シ ュマル

5 沖縄県 粛風平町 1,100 無 無 ガ シ ュマル

7 沖縄県 伊良部町 1,085 ヤスルカジュマル 無 ガ シ ュマル

8 沖縄県 名護市名護 1,010 ヒンプンガジマル 天然記念物等(都道府県》 ガ シ9ユマル

9 兵庫県 上郡町苔縄上の山 983 無 天然記念物等(都道府県》 イγキ

10 青森県 天間林村 天間館森の上 960 無 無 卜割コ
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大都市における巨木の賦存状況 をみるため、政令指定都市毎の巨木 の類型別件数、測定巨木総

数を集計 した。結果 を表一29に 示 した。

政令指定都市の中では、東京(23区)が 測定本数1,288本 で最 も多 く、次いで京都市(228本)、

仙台市(222本)、 福岡市(161本)、 札幌市(123本)の 順であった。

東京で測定本数が多睦理由としては、皇居、浜離宮、新宿御苑など歴史のある大面積 の緑地が

多いことが考 えられる。また、京都市 についても、京都御苑、上賀茂神社、仙洞御苑 などρ大面

積の緑地や市内に巨木 を有する社寺が多いことがその理由と考えられる。仙台は 「杜 の都」 とい

う名称からもうかがわれるように市内に青葉城趾などの大面積の公園等 を有 していること、札幌

市については植物園等の緑地や円山等の自然林に巨木が多いこと、福岡市は市内の社寺に多 くの

巨木が存在 していること等の理由が考えられる。

すなわち、これらの巨木の多い都市の特徴 として、歴史のあ る大面積の緑地 を有 していること

や、市内に社寺が多いことなどがあげられる。

表一29政 令指定都市の巨木本数

ti

都市名
単木測定数

本

樹林 並木 小計 測定巨木総数

本件 本数 本 件 本数 本 件 本数 本

札幌
聰

16 31 101 2 6 33 107 123

仙台 135 34 59 9 28 43 87 222

東京(23区) 876 122 407 2 5 124 412 1288

川崎 23 0
一

〇 0 0
,

0 0 23

横浜 21 0 0 0 0 0 0 21

名古屋 62 i 1 0 0 1 1 63

京都 37 73 172 5 19 78 191 228

大阪 26 5 ii 0 0 5 11 37

神戸 25 11 31 0 0 11 31 56

広島 16 12 27 0 0 12 27 43

北九州 41 9 Zo 0 0 9 20 61

福岡 157 2 4 0 0 2 4 161
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3.3巨 樹 ・巨木林と人との関わり

巨木 と人 との関わ りとしては、大きく分けて林材生産 ・観光 などの直接的な利用 を通 した関わ

り方 と、信仰 ・故事などの精神的なつながりによる関わ り方、及び保護管理等による関わり方 と

がある。

樹林の直接利用の集計結果によれば、 「特に利用 していない」が全体の81%を 占め、大部分の

巨木林が直接的な利用の対象になっていないことが明かとなった。 しか し、利用 されている巨木

林ぱ、観光 ・レクリエーシ ョン ・公 園として利用 されている ものが 「その他」 も含めた利用全体

の52%、 ・木材生産などの伐採が2296で あ り、伐採に関連する利用率 は低 いものの、かな りの巨木

が人知れず伐採されていることがうかがわれる。

また、精神的なつなが りについては、信仰 ・呼称 ・故事等がいずれについても 「無 し」が 「有

り」 を大 きく上回ってお り、地域住民 と巨木が精神的に結びついているケースはあまり多 くない

ことがわかった。ただ し、上記結果は調査対象 とした全巨木 についての結果であ り、幹周10tn

を超えるような代表的な巨木の場合、人 との関わ りも探いものも多い。

故事 ・伝承 として具体的にその 内容が記述 されていたのは1,501件 であ り全の約3%で あった。

そのうち、歴史的な人物や事件 との係わ りに関するものが707件 で最 も多 く、次いで、ご神木、

ご神体等、神 としてあがめた り、寺社の境内や山門等の神域 にあるものが259件 、災難から逃れ

る等のご利益があった り願 を掛けるものが192件 、境界木、一里塚等の 目印 しや防風林 ・防砂林

等、実際的な目的に利用 しているのが103件 であった。

巨木 と保護制度との関係をみるとその50%が 保護制度の適用 を受けておらず巨木の保護方策

の拡充整備が今後の課題 と言える。一方、保護制度の指定を受 けた巨木は、単木で20%、 樹林及

び並木に生育するもので82%で あ り、後者がなんらかの保護の指定 を受けている割合がはるかに

高いことがわかった。 しか し、保護の指定及び特記事項(具 体的保護行為)と 巨木の健全度 との

クロス集計結果をみると、保護の指定あるいは保護行為が必ず しも健全度 を高めているとは言え

ず、現行の保護策の内容についても検討すべき点があるもの と考えられる。

今回調査の結果では、巨木の生育環境 として人々の生活域にあっても、小面積で もま とまった

自然環境を保持する社叢林が重要な役割を果たしていることが示 きれているが、この ような事実

は今後の巨木の保護 を考える上で十分考慮がなされるべ き点かと思われる。

巨木を単木 としてではな く、周辺環境 も含めて保全するといった取 り組みが必要であ り、それ

は隼態系保全 といった緑全体 の保全 ・創造が求め られている今 日的 な状況にも合致す るものであ

ろう。銘木 としての巨木の価値のみならず、緑の保全 ・創造の核 と して巨木 を位置付 けることが

できれば、また、巨木自体の保護にも有効 なものとなろう。
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また、巨木の 中には人々の関わ りの中で育まれてきたもの も少 な くなく、一方、巨木 は生活環

境 を豊かにする要素 として重 要な役割を有する点 も考慮すれば、今後の保護の方策の検討の上で

も地域の人々との関わりを十分に保 ったものとすることが必要 と考えられる。.

ブナ、 ミズ ナ ラ等の巨木 は、そのほ とん どが山地の山林 に存 している。 これ らは森林 内にあ る

こ と、生活 域 か ら離れ てい る こ とな どか ら、人里 の もの と比べ人 目 に触 れ難 く、単木 としては保

護あ対象 となっていないもの が多い。 しかし、これらの巨木は、長 い間安定 した環境 を維持 して

きた森林の中で成長 してきた ものであり、豊かな森林の指標 としての価値が大 きいこ とに注 目す

る必要がある。調査結果にお いてもこれらの巨木 は自然公園等、自然環境が面的に保全の対象 と

なつている区域に存する割合が高 くなっている。一方、今回の調査が山間部においては悉皆的な

ものとなっていないこと、及 び保護の対象 となっていないもの も少 なくないことを考慮すれば、

残 されたブナ、ミズナラ等の巨木 を育む多様性のある豊かな森林についてもその保全 のための適

切な対策 を講 じてい く必要があろう。

今後は巨木の銘木的な価値のみならず 、良好な景観の形成、野性動物の生活環境 としての価値

など、巨木 の有する多様な価 値 を再認識 した上で巨木の生育環境全体の保全、改善、創出を図る

観点から、既存制度の他、ナシ ョナル トラス ト、新たな条例等多様 な方策による取 り組みを考え

てい く必要がある。
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4.総 括 ・ ∫ β

巨樹 ・巨木林 調査結果 を全 国的 な視点 か ら集計 ・解析 した。 取 けま とめた内容 を整理 す ると、以

下の とお りであ る。

(1)今 回の調査 で実際 に測定 され幹周長等 のデ ニ タが報告 された巨木 の総 数は、 単木及 び樹 林、

並木併せ て55,798本 であった。 内、単木 は28,800本 、巨木林 は25,103本 、 さらに並木1,267本

で あつた。

樹林 、並木 について は さらに巨木 の本 数が推定 されてお り、約68,000本 とされて いる。 こ

の こ とか ら、わが国の巨木 の本 数は、約120,000本 かそれ以上 と推測 された。

(2)測 定 され、報告 された巨木 の うち、最 も数 が多 かったのは、 スギ(13,681本)で あ り、次

いでケヤキ(8,538本)、 クスノキ(5,160本)、 イチ ョウ(4,319本)、 及 びス ダジイ`(3,286

本)で あ った。 この他 に、 タブノキ、ム クノキ 、モ ミ、エ ノキ、 クロマツ等の樹 種が多か っ

た。 一

(3)巨 木 の大 きさは胸高 直径 が2m以 下の もの が50,062本 で全体 の90%を 占め て いた。2～3

mの 巨木 は2,346本 、3～4mの もの337本 、4～5mの もの48本 、及び5m以 上 の もの19本

であ った(ガ ジ ュマル を含 む)。

(4)'巨 木 の周囲 め状 況は、樹林 が最 も多 く、 そ の うちで も社叢 などの小 面積の樹 林 が多 いこ と

が明 らか になった。所有者 で最 も多 いの が寺社 であ るこ とか ら、今 回報告の あった巨木の生

息環境 として社叢林の果た してい る役 割 が大 きい もの と思 われる。

(5)巨 木 に生息 す る特記すべ き鳥類 あ るいは獣 類 の生息状況 として、生息が有 り と報告 された

もの はいず れも全体 の3%で あ った。

(6)巨 木 の欠損 の程度 は、単木 では欠損有 りと報告 されたのは22%で 、約50%は 欠損 が無い と

されてい る。 一方 、樹林 、並木 では全体 の6割 が無 回答 である ものの 、欠損有 りが15%、 無

しが23%と 、欠損無 しに対す る有 りの比 率が高 かった。

また、健全 度 については、巨木 の77%が 健全度 良 と判断 されている ものの、不 良の もの も

17%と 少 な くない。樹種別 にみる と、サ クラが特 に健全 度不良 の割合 が41%と 高 い値 を示 し

てい る。他 に、 イチ イ、 カシ、 カツラ、サ ワラ、 シイ、 タブノキ、ニ レ、 ブナ、'ミズ ナ ラ、

ム クノキ等 も健全度不良の割合が20%近 くかそれ以上の値 を示 してい る。

(7・)信 仰 対象等 となってい る巨木は約30%で あ った。樹 種 別 にみる と、 ブナ、 ミズ ナ ラは ほ と

んど信仰等 の対象 となっていない点 が 目立 ってい る。

また、独特 の呼称 ・名称 の有 る巨木 は全体 で13%程 度 であ ったが、特 にイチ イ、サ クラ、

マツでは30～40%が 呼称 ・名称が有 るとされ ている。

巨木 に まつ わ る故事 ・伝承 が有 ると報告 された ものは 全体 の6%程 度 で、 大半の巨木 につ

いては故事 ・伝承 等はあ ま り無 い ようであ る。

巨木の視認性 につ いて、多 くの巨木(90%)は かな り目立つ とされている。

巨木の直接 利用が されてい るの は全体 の8%で 、65%の 巨木 に ついては直接利用 は されて

い ない。
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(8)巨 木 の保 護制 度指定の状況 は、指定無 しの ものが 約50%、 有 る ものが約30%と な ウ:でお ゆ、

その保護 方策の拡充整備が今後の課題 と言 える。指定 されている保 護 制度 の 内容 と しては、

天然記念物 等の指定が最 も多か った。.・ ,'・

=胸 高直径 別 に保 護制度 指定の有無 をみ る と、 まず、樹林、並木 では保護 制度指定 の割合 は

直径 に関 わ らず高い とい .える。一方、単 木で は直径2mを 境 として、..2m以 下⑳単木 で大半

が保護制度 等の指定が無 いのに比べ、2mを 超 える もの につ いては保 護制度指 定 の割合 が高

ぐなるこ とが明 らかにな った。

樹 種別 にみ ると≦ イチ イ、 カヤ、・サ クラは天然記念物の指定が 、ブ ナ、 ミズ ナラでは 自然

.公園 としての指定が多い。

.(9)巨 木の健全 度 ど周 囲の状況 との関連性 につ い て検討 した結果》周 囲の状況 が 道路の場合 に

ゃや健全度 が悪 くなる ことが うかがわれた。 また、健全度 と保護制度指定 の有 無 との 関係 に .

ついて検 討 したが、天然記念物 あるいは 自然環 境保全地域の指定の場合 に健全度 がやや悪 い

傾 向が うかが われたが、十分 明らかであ る とはい えない。.

また、信仰対象 の有無 と健全度 につ いては禁忌(タ ブー)有 りとされている場 合 にやや健

全度 が悪い傾 向が うかがわれた。

(1Qγ 巨木 を取 り巻 く環 境特性 を整理 し、樹種 に よって類 型化 す ると以下の とお,りであ る。'

'人 里主体型 の樹種:ア コウ
、 イチ ョウ、エ ノキ.カ ヤ、 クス ノキ、 ケ ヤキ、.シイ、

ムクノキな ど

人里 ～山地主体型:イ チイ、サ ク ラ、サ ワラ、ニ レ、マツ など

この うち、樹林主体型:カ シ、カッ ラ、スギ、ヒノキ、タブ ノキ、.ホル ト.ノキ、モ ミな ど

人里主体型 あるいは人里 ～山地主 体 型の樹種 の うち、 シイ、 カシ、 スギ、 ヒノキ、

ボル トノキなどは、社叢林等 に生育 してい る割合 が高い。

山地主体型の樹種:ツ ガ、 トチ ノキ、 ブナ、 ミズナ ラな ど

(11)巨 木 の全 国的 な分布 を、特 に幹周の大 き な もの についてみ ると、全国1位 は鹿児 島県蒲

生 町のクス ノキで幹周24.2m(胸 高直径7.7m)で あ った。 また、都 道府県別 に上位3位 まで

の樹種 をみる と、上位3位 に出現す る樹 種 は限 られてお り、 クス ノキ、ス ギ、ケヤキ、 イチ

ョウが代表 的な樹種 であ っ・た。

樹種別 に上位10位 まで を整理 した結果、各樹種 で上位10位 までの巨木 を多 く有 す る県

は、鹿児 島県(19本)で 、次いで、長野県(18本).、 福 島県(p本)、 熊本県(10本)な ど

であ った。

また、 大都市(政 令 指 定都 市)で 巨木の本数 が多 かったの は.東 京都(23区)の1,288本

で、次 いで京都 市(228本)。 、仙 台市(222本)、 福 岡市(161本)、 札 幌市(123本)な どで

あ った。 ・ 一

(12)巨 木 と人 どの関わ りについて、故事 ・伝承 について報告 のあった1,5q1件 について整理 し

た結果、 歴史 的な人物や事件の いわれ を伝 える ものが7q7件 と最 も多 く、次 いで信 仰 、宗教

的 ない われ を伝 える もの259件 などであ った。
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以上の結果を踏まえ、わが国の巨樹 ・巨木林に焦点 をあてた 自然環境保全施策のあり方について

考えると、次の ような課題があげられる。

(1)今 回調査の結果では、巨木の生育環境 として人々の生活域にあっても、小面積でもまとま

つた自然環境 を保持する社叢林が重要な役割 を果た していることが示 されているが、この よ

うな事実は今後の巨木の保護 を考える上で十分考慮がなされるべ き点かと思われる。

巨木 を単木としてではな く、周辺環境 も含めて保全するといった取 り組みが必要であ り、

それは生態系保全といった緑全体の保全 ・創造 が求め られている今 日的な状況に も合致する

ものであろう。銘木としての巨木の価値のみな らず、緑の保全 ・創造の核 として巨木を位置

付けることができれば、また、巨木 自体の保護 にも有効なものとなろう。

また、巨木の中には人々の関わりの中で育 まれてきたものも少な くなく、一方、巨木は生

活環境 を豊かにする要素として重要な役割 を有 する点 も考慮すれば、今後の保護の方策の検

討の上でも地域の人々との関わ りを十分に保 ったものとすることが必要と考えられる。

(2)ブ ナ、ミズ ナラ等の巨木は、そのほとんどが山地の山林 に存 している。これらは森林内に

あること、生活域か ら離れていることなどから、人里のものと比べ人目に触れ難 く、単木 と

しては保護の対象 となっていないものが多い。 しか し、これらの巨木は、長い間安定 した環

境 を維持 してきた森林の中で成長 してきた ものであ り、豊かな森林の指標 としての価値が大

きいことに注目する必要がある。調査結果にお いてもこれらの巨木は自然公園等、 自然環境

が面的に保全の対象 となっている区域に存する割合が高 くなっている。一方、今回の調査が

山間部 においては悉皆的なもの となっていない こと、及び保護の対象 となっていないものも

少な くないことを考慮すれば、残されたブナ、 ミズナラ等の巨木を育む多様性のある豊かな

森林 についてもその保全のための適切な対策を講 じてい く必要があろう。

(3)今 後は巨木の銘木的な価値のみならず、良好な景観の形成、野性動物の生活環境 としての

価値など、巨木の有する多様な価値を再認識 した上で巨木の生育環境全体の保全、改善、創

出を図る観点か ら、既存制度の他、ナショナル トラス ト、新たな条例等多様な方策による取

り組みを考えていく必要がある。
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